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文序

七ケ浜町は仙台湾、松島湾、塩釜湾と三方を海に囲まれた半島状の町です。町内には、松島

湾三大貝塚のひとつにあげられている史跡大木囲只塚をはじめ、種々の只塚や製塩などの遺跡

が50カ所に点在しております。このことは、古代からここに暮らしてきた人々にとって自然に

恵まれた七ヶ浜は、かけがえのない好適地であったからと思われます。海という自然がもたら

してくれる恵みをもとに、人々は日々の糧を得、その営みの中で文化を育んできたといえまし

ょう。

このたび調査報告書が刊行されることになりました水浜遺跡も、製塩という海とのかかわり

がもたらしてくれた遺跡であり、これまであまり知られていなかった古代の塩作りの様相を解

明することのできる貴重な遺跡のひとつであります。特に今回の調査では、これまでに他の製

塩遺跡でみられなかった新しい形態の炉跡が発見されるなど、重要な資料を供与することがで

きました。

この報告書の作成にあたりましては、多くの方々のご協力とご尽力を賜 りました。

改めて関係各位に心からお礼を申し上げますとともに、本書が当町の歴史文化を理解していた

だく一助となりますよう、念じてやみません。

199単千 3月

七ケ浜町教育委員会

教育長 佐 藤 精  一



白

1.本書は、宮城県宮城郡七ケ浜町に所在する水浜遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書の編集消よび執筆は川村正がおこなった。

3.本書の作成にあたり、遺構の図面整理や遺物の実測・ トレース・拓影 。写真撮影及び自然

遺物の同定には次の者が分担しておこなった。

遠藤 紀代子・三浦 のり子・吉嶋 広子 。渡辺 行子・岸柳 あきら

4.本文平面図及び断面図中、Sは石、Dは土壊、Pは ビット、小溝をMと 略して記載した。

また遺構の略号はSI(竪穴住居跡)、 SB(建物跡)、 SD(溝跡)SK(土 壊)と し、図

中のレベルは標高を示している。

5.本書中の遺物の実測図は、原則として杯など小型のものを1/3に、甕など大型のものは1/4

の縮尺に統一した。

6.本書の作成にあたり、東北歴史資料館、宮城県教育庁文化財保護課、多賀城市埋蔵文化財

セングーの各位より、ご指導とご助言をいただいた。

7.本書の上色については、「新版標準土色帖」(小山・竹原1973)を使用した。

8,本書に掲載した地図は、建設省国土地理院発行の2万 5千分の1の地形図を複製使用した。

9.発掘調査により出土した遺物は、七ケ浜町歴史資料館において保管している。

例
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I.調査に至るまでの経緯

七ケ浜町には、東北南部地域における縄文前期から中期の上器編年の核となる史跡大木囲貝

塚をはじめとして、早期の吉田浜貝塚や晩期の二月田貝塚など、50余 りの埋蔵文化財包蔵地が

あって、わが国の考古学研究に大きく寄与している。これらの貝塚とともに七ケ浜町内の遺跡

を特徴付けているものとして、海岸線沿いに点在する製塩の遺跡があげられる。水浜遺跡もそ

の中の一つで、昭和43年と44年に加藤孝氏らによる発掘調査が行われており、古墳時代中期の

ものとする製塩窯跡が 5基検出されている。

この水浜遺跡は塩釜湾に面した浦酒な浜地にあって、長年土地所有者により耕作地として利

用されてきたが、後継者不足などで次第に耕地は荒廃化していた。このため土地所有者は共同

で耕作地の再利用を図り、町に整備計画実施についての打診がなされた。町教育委員会では、

土地所有者らとの協議を重ね計画の変更と協力とを求めたが、所有者たちの整備や再利用計画

に対する要望が強いことから、発掘調査を実施する事となった。

1.調 査 要 項

6.調査参加者

水浜遺跡 (官城県遺跡地名表番号20018)

(1次)昭和62年 8月 27日 ～12月 5日

(2次)昭和63年 6月 13日 ～10月 17日

約1,323m2

七ケ浜町教育委員会

七ケ浜町教育委員会社会教育課

技術主査 川村 正

嘱  託 熊谷信一 芳賀英実

遠藤紀代子 渡辺静枝 菊地みち子 三浦のり子 渡辺行子

岸柳あきら 新沼美恵子 瀬戸源吉 相沢惣五郎 相沢一男

米沢しずか 小坂けさ

遺 跡 名

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 主 体

調 査 担 当



1 水 浜 遺 跡 東 宮 浜 貝 塚

2 吉 田 浜 貝 塚 野 山 貝 塚

左 道 貝 塚 薬師堂横穴古墳群

4 大 木 囲 貝 塚 砂山横穴古墳群

5 藤 ケ 沢 貝 塚 高山横穴古墳群

6 二 月 田 貝 塚 長 須 賀 遺 跡

7 沢 上 囲 貝 塚 表 浜 遺 跡

8 土 浜 貝 塚 鼻 節 神 社

9 峯 囲 貝 塚



H.遺跡の立地と環境

1.立   地

水浜遺跡の所在する七ケ浜町は宮城県の中東部にあり、北と東は塩釜港に南は仙台港に面し

ていて、仙台湾に突き出た半島状の地形を呈している。四極間の距離は東西南北それぞれ 4 km

ほどで、面積は13.24貯 となっている。亦楽地区の約64mを最高に、中央部は標高60mほ どの丘

陵からなり傾斜面は畑地として、海岸に向かい放射状に開いた地域は水田として利用されてい

る。集落は海岸部に形成されていて、沿岸漁業や海苔養殖が主な産業となっている。しかし近

年は仙台新港の後背地であることから、各種工場の進出が

めざましくなっている。また町の中央部では大規模な団地

造成が進められており、隣接する塩釜や多賀城、仙台市か

らの人口流入がみられ、町の人口も約二万人と増加しベッ

トタウン化の傾向がみられる。

水浜遺跡は七ケ浜町役場から北方約 l kmの ところに位置

し、北西及び北東方向に突き出した小丘陵に挟まれ、塩釜

湾に面する小さな海浜にある。

2.歴 史的環境

半島状の地形に加え、内陸部に比べて気候が比較的温暖であることから、漁労や狩猟に食を

求めることの多かった古代人にとっても、七ケ浜は生活のしやすい地であったと思われ、町内

には各時代の遺跡が点在してみられる。現在までのところ旧石器時代の遺跡は発見されていな

いが、松島湾岸では最も古いとされている吉田浜貝塚をはじめ、縄文早期末の左道貝塚、前～中

期の大木囲貝塚、藤が沢只塚、後～晩期の二月田只塚、晩期の沢上囲只塚などが点在している。

水浜遺跡の北側には、小丘陵を挟んで土浜遺跡があり、東側背後に広がる丘陵の反対斜面には、

峯囲貝塚がある。

方生時代のものは縄文晩期から継続するものが多く、東宮浜只塚 (鳳寿寺 )、 二月田只塚、野

山貝塚などがあり、晩期に開始された土器製塩が継続してみられる事が多い。

古墳時代では、集落跡や高塚古墳は見られないものの、薬師堂、砂山、高山の各地区で凝灰

岩の傾斜面を掘 り込んで造られた横穴古墳群が出現する。

奈良・平安時代になると、長須賀や表浜などで海岸線に近い砂地から、製塩土器を伴 う遺構

が確認されている。

このような歴史的環境は花淵浜鎮座の鼻節神社へと受け継がれる。神社の創建は不 RJlだが、

「続日本後紀」には承和11年 (844)に従五位下に昇叙された記録があり、その後「延喜式内神名帳」

では名神大社として登載されている。祭神は猿田彦命で、この神は岐神 (かなどのかみ)や塩焼翁

などと異名同神といわれ、この鼻節神社の勧請には、七ケ浜において縄文晩期から古代にかけて

連綿と塩作 りが行われてきたという、歴史的背景が少なからずあったためと考えられている。



Ⅲ。発見遺構と遺物

1.基 本 層 序

水浜遺跡における層は、大別して 7層に分類される。

1層  10Y R3/3暗 褐色ンルト質土層で、粘±15%、 シルト85%の粘性弱く

土層である。土器片と炭化物を少し合んでいる。旧耕作土と思われる。

2層  7.5Y R2/2黒褐色シルト質土層。粘±35%、 シルト65%で粘性があり

土器片、炭化物を少し含んでおり、旧耕作土と思われる。

、しまりのある

しまりも強い。

3層  7.5Y R3/2黒褐色ンルト土層。粘±40%、 シル ト60%、 粘性しまり共にあり。上器

片、炭化物を含んでおり、 1層 2層 と同様に旧耕作土と思われる。

4層   2層 に分けられる。4a層は10Y R3/3、 暗褐色粘質土層。粘±65%、 シル ト35%と

粘性しまり共に強く、土器の混入は少ない。4b層は10Y R2/3の シル ト土層。粘±35%、 シル

ト65%で しまりが強い。土器片が多く含まれ、少量の炭化物片もみられる。

灰層  10Y R4/3褐 色を主体とする灰層。粘性しまりが共にないシル ト質土層で、焼土・炭

化物・焼石・貝殻を含んでいる。

5層   2層 に分けられる。5a層は10Y R3/1黒褐色シルト土層。粘±45%、 シルト55%ほ
どの粘性しまりが共にあり、少量の土器片が含まれる。5b層は、10Y R2/2の 黒褐色シル ト土

層で、粘±40%、 シル ト60%、 粘性しまりが共にあり、パミス、小礫を多く含んでいる。

6層   10Y R3/4暗 褐色粘質土層で、粘±65%、 シルト30%、 砂 5%か らなり、凝灰岩と5

cm程の礫を多く含む。 7層の前位層と思われる。

7層  10Y R7/6明 黄褐色粘質土層、粘±90%、 シルト10%と 粘性が極めて強く、径4～ 5

cmほ どの小礫を多量に含んでいる。地山層。
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C～ G南壁セクション
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A～ E■ラインセクション

C～ Gコ ーナー南壁セクション

層 匡 土 色 土  性 傭 考

よ層 10Y R3/3暗  褐 色 薔性弱くしまり強い。土需片,炭化物をわすかに合h
2層 7 5YR2/2黒  褐 色 粘性ありしまり強い。■器片,炭化物をわずかに合i
3層 7 5Y R3/2黒  褐 色 粘性しまり共にあり。土器片,炭化物をわずかに合悦
4層 10Y R3/3暗  褐 色 粘 土 佑性強くしまりあり。土器片は少rtぃ。

10Y R2/3 黒 褐 色 階性ありし
=り
強い。■器片多く含み炭化物を少し合む。

6層 10Y R3/1 黒 褐 色 偕性しまり共にあり。土器片 (弥生?)を少し含む。
7層 10Y R2/2黒  褐 色 FS性しまり共にあり。パミス,J｀際を多く合i
8層 仙 山) 10Y R3/4暗  褐 色 粘 土 粘性強くしまり需い。凝灰岩,礫 (4～ 5cnJを多く含む。
SD-03 7 5Y R4/3 褐    色 絡 土 佑性しまり共にあり。この面では単層だが下流の方向では複層になる。

SD―悦 10Y R3/2 黒 褐 色 粘 土 佑性しまり共にあり。上器片,凝灰岩.お壌 を多く合よ

A～ E■ラインセクション

層 位 土 色 土  性 傭 考

1層 10Y R2/2黒  褐 色 粘質ンル ト Fj性弱くし
=り
強い。 1臓 ～15層までは基本層位の5層 に対応する。

2層 7 5YR2/1黒    色 粘質 シル I 粘性調くしまり強い。 2-3 mEの小石を含視
3層 10Y R2/2 黒 褐 色 粘性弱くしまり強い。凝灰岩粒を含む。

4層 粘性しまり共にあり。凝灰岩粒,4靖,土器,細砂を合視
5層 7 5YR171黒    色 粘性弱くしまり強い。炭化物層.焼土粒を含i
6層 7 5YR2/2黒 褐 色 猫性弱くしまり強い。貝層。アサ ), カキ主体 動物の骨を合i
7層 10Y R2/2 黒 褐 色 粘質ンル ト Tj性 しまり共にあり。地W崩壊上をブロック状に含む。
8層 7 5Y R2/3極 膳褐色 粘性しまり共にあり。凝灰岩粒,小石,細砂を合i
9層 7 5Y R2/3極 暗褐色 格質 ンル | 粘性しまり共にあり。擬灰岩粒,小石を合む。
19冒 10Y R3/2黒 褐 色 粘性謡くしまり強い。 2～ 3mの凝灰岩粒  1～ 2 tlEの J靖を多く含挽
■層 10Y R2/2黒 褐 色 粘性ありしまり強い。

12層 751R3/4暗 褐 色 粘性強くしまり爵い。凝灰岩紅 小石,組砂,土器片,焼土粒を含杭

二創目 10Y R2/3黒  褐 色 Th性弱くしまり強い。 2-3 DBの 凝灰岩紅を含i
14層 10Y R3/2黒 福 色 粘性ありしまり強い。

l馴留 7 5YR3/3暗 褐 色 粘性しまり共にあり。細砂,炭化物極 焼土粒 土器片を合視
10雪 10Y R2/1黒    色 粘質 シル ト お性醍くしまり強い。4～ 5 BBの 撰灰岩粒,2～ 3ωの小石を多く合i基本層の6層に対応する。
剛習 ω 山) 10Y R7/6明 頁 褐 色 粘 土 粘性強くしまり弱と、地山崩壊位層4～ 5 cEの 小礫を多く含i基本層の7層に対応する。
18層 (地山) 基本層の7層に対応する。



Cラ イン■,10, 9, 8セ クション

Cラ イン7, 6, 5セ クション

Cラ イン4, 3, 2セ クション
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Cラ イン ■.10。 9.8 セクション

層 位 土 色 土  性 備 考

1層 7 5YR6/4に がい経色 ツ  ル  ト 粘性しまり強い。灰と炭化物粒を含む.灰層
2摺 7 5YR4/4褐    色 ン ル  ト 粕性ありしまり強い。灰,炭化物粒,焼土,小石 (5～ 10Ш)土器片を含む。灰層
3層 10Y R4/3 にがい黄禍色 砂質ンル ト 粘性しまり共になし。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに合もちまた貝灰の固まりも含む。

4層 7 5YR4/6福    色 砂質 ト
粘性なくしまり闘い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに合もちまた貝灰の固まりを多く含む。灰
層

5層 2 5YR7/3浅  黄 色 粘性しまり共に調い。炭化物粒を含む。灰層

6層 10Y R5/3 にがい黄褐色 ン  ル  ト 稼壁粽たな奮岳雷!耀
塩土器片,貝がら片,焼礫小片をわずかに合む。また炭化如 と貝灰の国まり鵜

7層 5 YR5/2灰 褐 色 砂質ンル ト 粘性
しまり共に弱い。製塩土器片,員がら片をわずかに合視 炭化物粒,貝灰の回まりをわりと多く含む。
灰層

8層 2 5YR6/3に がい貢色 ン  ル  ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片をわずかに合む。また貝灰の固まりを多く含む。灰層

9層 7 5YR5/2灰  褐 色 粘性謡くしまりあり。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに合もぉまた貝灰の回まりは層全体にみら
れるむ灰層

10層 5 Y R4/3 にがい赤褐色 格性醍くしまりあり。製塩土器片,貝がら,炭化物粒をごくわずかに合i灰 層
■層 5 YR3/4 陪赤 褐 色 砂質ンル ト 粘性しまり共に調い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに含む。灰層
12層 10Y R4/3 にどい黄褐色 砂質ンル ト 粘性しまり共になし。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒 特に貝灰の固まりを多く含む.灰層

13層 7 5YR4/3褐    色 砂質ンル ト 粘性なくしまり弱い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒.貝灰の固まりを含む、灰層
14層 質 ツル ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片をごくわずかに含む。炭化物の混入は他の層より多く合む。

15層 2 5YR3/3暗 赤褐色 辛鈴美岳宅少レ詈りぁ酷誓走薄億1貝
がら片をごくわずかに含む。炭化物粒,貝灰の回まりを含む。2号炉

16層 ン  ル  ト 粘性弱くし在りあり。裂塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに合む。ピット

17層 5 YR4/2灰 褐 色 ン ル  ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒,貝灰の固まりをわずかに合む。灰層
18層 5 YR4/3 にぶい赤褐色 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片をわずかに合む。また黄色の粘土をブロック状に含む。

19層 7 5YR3/4暗 赤 褐 色 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒を合もち2号炉下部東西セクションの19層に対応

20層 10Y R3/3暗 褐 色 粘性しまり共に弱い。貝がら,凝灰岩粒を含誂 灰層
21層 10Y R3/3階 鵜 色 ン ル  ト 粘性しまり共に醍い。土器片,灰化物粒を含誂 灰層
22層 10Y R3/4暗 禍 色 粘買ンル ト 粘性強くしまり弱い。土器片,炭化物粒を含視
23層 7 5YR4/3掘    色 粘質ンル ト 粘性しまり共に弱い。土器片,炭化物粒,焼上を含杭
24層 10Y R4/4 褐   色 ル   ト 粘性しまり共に弱い。灰,凝灰岩粒 焼土を合む。

25層 10Y R5/2灰 黄褐 色 粘性なくしまり強い。国い灰 (2～ 3 1am)と 炭化層 (1～ 211a)がサンドイッチ状になっている。
26層 10Y R4/6 掘   色 シ ル  ト 和性しまり共に弱い。貝がら,環灰岩粒,土器片,焼石,焼土を合視 灰層
27層 5 YR4/2灰 禍 色 ン ル  ト 粘性しまり共になし。焼土,炭化物粒,土器片を含む。
路層 10Y R4/3 褐   色 砂賢ンル ト 粘性ありしまり弱い。焼土,灰を含む。
29層 10YR5/6黄 禍 色 ン ル  ト 粘性しまり共に弱い。炭化物粒,焼土,焼石,小石,員がら片.土器片を合よ 灰層
30層 2 5YR5/2 灰 赤 色 砂質シル ト 粘性しまり共になし。炭化物粒,■器片,貝がら(カキ)貝灰?の固まったものを含む。
31層 Y R5/2 灰 IIB 色 質 シル ト 粕性しまり共になし。炭化物粒,土器片 (白色の付差物あり塩か?)貝灰?の国まったものを含む。
32層 5 YR3/3 悟 赤 穐 色 ン ル  ト 油性しまり共にあり。炭化物粒をわずかに含転
33層 7 5Y R5/2灰  褐 色 ン ル  ト 粘性しまり共にあり。炭化物粒貝医?の国まったものを含む。貝がらもわずかに合仇
34層 5 YR4/4 にぶい赤褐色 砂質ンル ト 粘性しまり共に弱い。炭化物粒をわずかに合h貝 灰?の大きな回まりを含i
35層 5 YR3/3暗 赤掘 色 砂質シル ト 粘性しまり共に醍い。炭化物粒,土器片,貝がらを合視
36層 7 5Y R4/4掘    色 シ ル  ト 和性しまり共にあり。炭他物粒,土器片,貝がら,灰,貝灰の団まったもの多く含視
37層 10Y R4/6 褐   色 シ ル  ト 粘性しまり共にあり。抜化物粒,土器片,貝がらをわずかに合説 貝灰?の固まりも合む。
認層 7 5Y R4/3褐    色 ン ル  ト 粘性しまり共にあり。炭化物粒 土器片,貝がらをわずかに合瓶
39層 7 5YR5/2灰  褐 色 粘性しまり共にあり。炭化物粒,土器片をわずかに含み,灰,貝灰の固まりも多く合む。
40層 7 5YR4/4褐    色 絡性しまり共にあり。炭化物粒,上器片,貝がらを含視
41層 10Y R5/2灰 穏 色 ン ル  ト Fh性 しまり共に誦い。炭化物粒,土器片,貝がら,焼石を含む。灰,貝灰の国まりも多く合む。
42 5 YR3/3陪 褐 色 柏性ンル ト rh性 しまり共にあり。炭化物粒,土器片をわずかに含む。

10Y R5/2灰 苗 掘 色 ン ル  ト 粘性なくしまり強い。灰の回まり炉壁又は炉の天丼?炭化物粒`焼土を合む。

Cラ イン 7.6.5。  セクション

層 位 土 色 土  性 備 考

1層 7 5YR3/4陪  褐 色 粘性弱くしまりあり。小石1炭化物粒,医 製塩土器片.焼石を含d
2層 5 YR4/4 にぶい赤褐色 粘性弱くしまりあり。貝がら,製塩土器片,小石灰の国まり,焼石炭化物をわずかに合む。
3層 7 5YR3/3暗  掘 色 粘性鵡くしまりあり。裂塩土器片,小石,貝がら,炭化物粒を含視

4層 10Y R4/4 衡   色 粘性しまり共に弱い。製塩上器片,小石,灰の固まり,炭化物粒をわずかに含む。

5層 7 5Y R4/4 褐   色 油性しまり共に弱い。製塩土器片,焼石,灰の固まり,小石,貝がらを合む。
6層 7 5YR3/4暗 禍 色 粘性弱くしまりあり。製塩土器片,貝がら,灰の団まり,炭化物粒をわずかに含む。

7層 7 5Y R4/3掘    色 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,小石,灰の国まり炭化物粒をわずかに含む。
8層 10Y R5れ  にぶい黄BB色 砂質ンル 桁性なくしまりOSい。Jヽ石,炭化物粒をあずかに合み,灰の固まりも合視
9層 5Y R4/3 褐    色 格性弱くしまりあり。貝がら,製塩土器片,炭化物粒,灰の回まりを合h
10層 7 5YR4/2灰  褐 色 砂質シル Fh性しまり共に弱い。製塩土器片,員がら,灰,炭化物粒をわずかに合h
11層 5 Y R4/2灰 褐 色 粘性弱くしまりあり。焼礫,貝がら,灰,炭化物粒をわずかに含む。製塩上器片も含む。
12層 5 YR5/2灰 褐 色 砂質ンル 粘性しま,共に調い。製塩土器片,灰,炭化物粒を合む。
13層 2 5YR5/2灰  赤 粘性なくしまり強い。裂堀土器片を含視

[4層 7 5Y R4/4 1B 砂資 ンル 性しまり共に弱い。Jヽ石,貝がら,炭化物粒を含む。

15層 2 5YR5/2灰  赤 色 粘性醍くしまりあり。製塩土器片,炭化物粒を合杭
16層 7 5YR3/4皓  褐 色 砂質シル 粘性弱くしまりあり。製塩土器片,貝がら (巻貝)を合む。
17層 7 5YR3/4暗  褐 色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。製塩土器片`小石を含む^



層   位 色 土  性 備 考

18層 7 5YR4/2灰 褐 色 砂質 シル ト 相性しまり共に弱い。製塩土器片,炭化物粒を含視
19層 10Y R4/4 褐   色 ツル ト賢砂 粘性しξり共になし。製塩土器片,貝がら,炭化物粒,小石を含む。
】0層 5 YR5/3 にぶい赤褐色 粘性しまり共に弱い。」ヽ石,炭化物粒をわずかに合む.

■層 7 5YR3/4暗  褐 色 ンル ト質砂 粘性なくしまり弱い。貝がら,小石,製塩土器片,炭化物粒,灰を合む。
22層 7 5YR4/4褐    色 ン ル  ト 油性なくしまりSSい。裂堀土器片,炭化物粒を含む。
23層 7 5YR4/2灰  鵜 色 砂召 ンル ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,炭化物粒をわずかに含み,貝がら,小石,灰の回まりも含む。
】4層 5 YR5/2灰 褐 色 砂質ンル ト 相性しまり共に弱い。製塩土器片,炭化物粒をわずかに含み,灰を多量に焼石も含む。
】5層 7 5YR4/4褐    色 砂質シル ト 粕性しまり共に謡い。炭化物粒をわずかに合む。
26層 10Y R7/4 にぶい黄橙色 粘性しまり共に弱い。灰層,貝がら,灰の国まり,決化物粒を合む。
27層 5 YR3/2暗 赤掘 色 砂質 シル ト 柏性ここくしまりあり。小礫,襲塩土器片,炭化物粒をわずかに含視
を8層 10YR5/3 にがい貢褐色 ンル ト賃砂 粘性しまり共になし。炭化物粒を含む。
〕9層 7 5YR5/3に ぶい褐色 砂質ンル ト 粘性しまり共になし。貝灰の回まり,骨 らしきものを合む。
〕0層 5 YR5/2灰 褐 色 砂質ンル ト 粘性なくしまり強い。炉壁又は床 (炉の構造物)と 見られる。
31層 10Y R2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。員がら,炭化物粒,小石 (2～ 8 mm)礫を合む

^

32層 5 YR4/3 にどい赤褐色 砂質 ト 油性弱くしまりあり。裂塩土器片,貝がら,炭他物粒,小石を含軌

33層 5 YR3/3暗 赤鴇色 砂質ンル ト 粘性しまり共に謡い。製塩土器片,貝がら,炭化物粒,小石を含杭
34層 10Y R6/3 にぶい賣怪色 砂質ンル ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,灰の国まり,貝がらを合む。
35層 7 5Y R4/2灰  褐 色 砂質シル ト 粘性なくしまり強い。炉床か?(炉の構造物と見られる)炭化物粒を多く合む。
36層 7 5YR2/2黒  褐 色 粘性しまり共にあり。炭化物粒を多く合む。焼石.骨も合む。

37層 5 YR4月  にがい赤褐色 砂質ンル ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,灰,炭化物粒を合む。
38層 5 YR2/4 極暗赤褐色 ン ル  ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,灰,炭化物粒がわずかに含み,貝がらも含む。
39冒 7 5YR3/4暗  褐 色 相性しまり共に弱い。貝がら,灰化物粒を含む。

40層 10Y R5/4 にがい黄褐色 砂 粘性しまり共になし。砂,東側にいくほど粗くなる。貝を含む。

41層 2 5YR4/3 にぶい赤褐色 砂質シル ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片.炭化物粒をわずかに合む。

42層 5 YR3/2暗 赤褐色 ン ル  ト 和性しまり共に弱い。裂塩土器片,土器片 (須憲器),小石,炭化物粒をわずかに合む。
43層 5 YR4/3 にがい赤弼色 砂質 ンル ト 粘性しまり共に弱い。焼石,炭化物粒をわずかに合む。
44層 基本層の5層

C 根の撹乱

恨の撹乱

Cラ イン 4.3.2.セ クション

層   位 土 色 上  性 備 考

1層 7 5Y R5/3に がい褐色 粘性しまり共にあり。礫,上器片を合む。

2層 5 YR4/3 にがい赤BB色 粘性しまり共に弱い。土器片,小石,貝がら小片を含誂
3層 7 5Y R2/2黒  褐 色 粘性しまり共に弱い。上器片,小石,貝がら,炭化物粒を含杭
4層 7 5YR4/3褐    色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。土器片,小石,貝がら,炭化物粒を含誂
5層 7 5YR3/4晴  褐 色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。土器片,貝がら,炭化物粒をわずかに合む。
6層 7 5Y R3/3贈  褐 色 粘性ありしまり弱い。貝がら」ヽ片.」 石ヽを含む.

7層 YR4/4 鵜    色 粘性しまり共に謡い。土器片,焼際,貝がら小片,炭化物粒を少 含々む。

8層 7 5YR3/3鰭  褐 色 砂旨 ンル 粕性しまり共に弱い。土器片,小石,カ キの貝がら,炭化物粒を多く含む。
9層 7 5YR4/3褐    色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。土器片,」環,貝がら,炭化物粒を合杭
10層 7 5Y R4/3鵜    色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。カキ貝がら,土器片,小石,焼石片を合む。
■層 7 5YR2/2黒  褐 色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。炭化物を多く含む。土器片も合む。
11′層 7 5YR3/2黒 鵜 色 粘性しまり共にあり。貝から (アサ,),土器片,礫 (10～20cm)を含i
12層 7 5Y R5/2灰  褐 色 粘性しまり共に弱い。土器片,放化物粒,貝 と骨を含む。

13層 7 5YR5/2灰  禍 色 粘性しまり共に弱い。土器片,炭化物粒を合む。

14層 7 5Y R4/2灰  褐 色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。土器片,炭化物粒を合む。
1引冒 7 5Y R4/4褐    色 砂質ンル 粘性しまり共に弱い。炭化物粒をわずかに合よ
10目 7 5YR4/3鵜    色 質 ンル 粘性しまり共に謡い。灰の回まり,カ キ貝,上器片,炭化物粒を含む。

11膳 5Y R5/2灰 褐 色 砂質ンル 粘性なくしまり強い。炉,壁又は床 (炉の構造物)と 見られる。
18層 7 5Y R4/2灰  褐 色 砂質シル 粘性なくしまり強い。炉,床か?(炉の構造物と見られる),炭化物粒を多く合柱
19冒 7 5Y R2/2黒  褐 色 粘性しまり共にあり。炭化物粒を多く合み`焼石.骨も合h
2り冒 10Y R5/4 にがい貢褐色 砂 稿性しまり共になし。耽 東側にいくほど粗くなる。貝がらを含乱

21層 7 5Y R3/3 陪 掘 色 砂資ンル ト i性 しまり共になし
22層 5Y R3/3皓 赤褐 色 砂質ンル ト 粘性しまり共にあり。炭化物粒.土器片,貝がらを含む。
23層 7 5YR3/3暗  褐 色 砂 粘性しまり共になし。貝がらを合転

24層 [OY R4/4 褐   色 砂 粘性しまり共になし。貝がら,土器片を合むh

25層 5Y R2/3 極臆赤褐色 ン ル  ト 粘性しまり共にあり。炉門,体積物 (埋土)か 'P尿化物粒の回まり,焼石,貝がらを含i
20習 10Y R4/4 穏    色 砂 粘性しまり共になし

27層 10Y R5/4 にどい黄褐色 砂 (粗 ) 粘性しまり共になし。貝がら片を含む。
28層 7 5YR3/3暗  褐 色 砂 (細 ) 粘性しまり共になし。貝がら片を合i
2切雷 基本層の5層上面

杖の榎者t

lRの撹乱

C IRの撹乱

根の撹乱

恨の撹乱
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2.遺構と遺物

(1)遺   構

竪穴住居跡

SI-01 平面図
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セクシ ョン (A― A′ )

()P5        2

性 偏

7 5YR2/2黒 Iシ ル ト 協くしまりあり.パ ミス,土器片, に含

色 ンル ト 粗 どしまり共にあり。パミス・土器片. 【含tr

ン ル  ト 粘性しまり共にあり。パミス焼けた凝灰岩土器片.燒土灰炭化物多量に含む
くしまり強いぅ炭化物.土器片を多く

SI-01 セクション (B一 B′ )
層   位 土     色
I

2 格質 シル ト

3 務  色 シ ル  ト
4 褐  色 i賃 ンル ト 粘性弱くしまり張い。反化物,土器片を多く含む。

OY R3/2 褐  色 シ ル  ト 粘性あり, しまりSIい。焼土炭駒 .土器片を多量に含む。
5YR6/6 色 シ ル  ト 贅り.(と てもかたい)

10Y R2/2 ツ ル  ト りしまい強い。焼土炭化物を含む.



SI-01 カマド部
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SI-01 カマド内セクション (A一 A′ )
層   位 士 色 土  性 備 考

2層 7 5YR3/3褐    色 粘性しまり共にあり。パミス,土器片,炭化物多量に合む。
3層 10Y R2/3黒 掘 色 粘性しまり芙にあり.パ ミス 峰けた摩p

SI-01 カマド内セクション (B― B′ )
眉   屈 土      色 土  性 偏 考

4層 10Y R2/3黒 褐 色 柏質ンル ト 粘性弱くしまり強い。炭化物,土器片を多く合む。
10Y R3/3謄 掘 角 粘性しまり共に疹立ビ土器片を合悦 炭化物を多く合視



SI―-01

≪確 認 層 位≫ 灰層

≪重   複≫ SI-02を 埋めた後に構築されている。また、4号製塩炉と重複しており、

これらの遺構よりも新しい。

≪増 改 築≫ なし。

≪平面形・方向≫ 南北軸300× 東西軸260cm程 の方形プランである。

≪竪穴内層位≫ 竪穴内の埋め土は 4層からなる。

≪壁 の 状 況≫ 床面までの残存壁の深さは、10～ 20cm程 である。

≪仄   面≫ ほぼ平坦である。

≪柱   穴≫ 竪穴内のピットは 6個である。各ピットの深さは 1-31 2-13 3-24

4-8 5-10 6-21cmと なっている。

≪周   溝≫ なし。

≪炉・ カマ ド●煙道≫ 竪穴の南壁にカマ ド焚口部がみられる。焚口の袖部は長さ60× 幅30

cmほ どで、煙道は確認できなかった。

≪貯 蔵 穴≫ 焚口の左側に60× 80cm、 深さ25cmの掘 り込みがみられる。

SI-02 平面図
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SI-02 カマ ド部

SI-02セ クション

R

0                    1m

カマ ドセクシ ョン (a― a′ )

れ

(A― A′ )

7 5YR3/3暗 粘性弱くしまり】雲い。4～ 5ロロの凝灰岩粒を多く含む。

10Y R2/3黒 褐 色

7 5YR2/3極 皓 しまり共にあり。10Y R6/6の プロックを含む。

10Y R3/4暗 褐 色 粘性しまり共にあり。焼土,炭化物を多量に合む。

7 5Y R4/3褐 くしまり強い。焼土。(5 YR3/4)

しまり共にあり。焼土,岩化物を少し含む。

粘性しまり共にあり。

10Y R2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。上器片,炭を含む。

10Y R3/4暗 褐 色 粘性しまり共にあり。21層 とそっくり

しまり共にあり。焼土と尿化物を含む。

粘性強くしまり弱い。

10Y R4/3 にぶい黄褐色 粘性しまり共にあり。貼床に近い埋土。(S

5 YR5/8明 赤褐 色 国い焼土,カ マド焼成面。

多く含む。カマド床面。

SI-02 セクション (B― B′ )
層   位 土 色 土  性 傭 考

1層 10Y R3/3暗 褐 色 粘性弱くしまり強い。

2層 10Y R3/2黒 褐 色 粕性弱くしまり強い。10Y R6/6(7b層 7)の貼床。
3 10Y R3/3皓 褐 色 ル  ト 粘性ありしまり強い。

4 10Y R2/3黒 褐 色 粘賃 シル ト 粘性しまり共にあり。10Y R6/6(7b層 7)の貼床。
5層 ン  ル  ト 粘性弱くしまり強いΔ灰層,製塩土器多量に含むハ
6層 10YR3/2黒 褐 色 粘性弱くしまり強い。

7層 (埋 1) 7 5YR3/3暗  鵜 色 粘性弱くしまり強い。 4～ 5ロロの凝灰岩粒を多く合i
3a層 (埋 2a) 10Y R2/3黒 褐 色 粘質ンル ト 粘性弱くしまり強い。
8b層 (埋 2b) 7 5YR2/3極 暗 褐 色 栴質ンル ト 粘性しまり共にあり。10Y R6/6の ブロックを含む。
9層 10Y R5/6貢 褐 色 粘旨 ンル ト 相性しまり共にあり。地山(7a層 )崩壊土か7
10層 5Y R4/3 鵜    色 粘賃 ンル ト 絡性しまり共にあり。地山(7b層 )ブ ロックを含む.
H層 10Y R3/4階 穂 色 稲性しまり共にあり。

12層 10Y R3/1黒 褐 色 粘質ンル ト 粘性しまり共にあり。



SI-02 床面下部落み込み

十

A

5.60m
＼

0U                     lm

SI―-02

≪確 認 層 位≫  5層

≪重   複≫ SI-01と 重複している。

≪増 改 築≫ 東南方壁のカマ ド焚口付近に溝がみられるが、竪穴内のセクションからは

増改築の後は認められない。

≪平面形・方向≫ 500× 500cmの 方形プランである。

≪竪穴内層位≫ 竪穴内の埋め土は15層 からなる。

≪壁 の 状 況≫ 残存壁高は30～ 50cmで南西方壁の保存がよく、床面からほぼ垂直に立ち上

がる。

≪床

≪柱

面≫ ほぼ平坦である。

穴≫ 竪穴内のピットは23個観察されるが、このうち床面を掘 り込んでいるもの

SI-02 床面下部落ち込みセクション
層   征 土 8 土  性 傭 考

1層 基本層 6層の貝層部分。

2層 10Y R3/2黒 裾 色 粘性シル ト 本層 5層 の卜邪,凝火岩粒1炭化物粒1裂塩土器の糾片。

3層 基本層 6層

4層 基本層 7a層 (前位層)

5層 基本層 7b層

埋 1 10Y R2/3黒 禍 色 粘質シル ド 土師器片,凝灰岩粒。

5Y2/1  黒    色 /ri質 シルト 中央部より縄文上器出土炭化物粒,凝灰岩粒、燒石。
粘質 ンル ト

11



は、P13～ 23である。周溝及び壁の立ち上がりにあるものはP2～ 8であり、P2・ 6・

7・ 8は竪穴コーナーに位置している。各ピットの深さは、

1-52  2-51  3-33  4-19  5-35  6-36  7--37  8-66  9--7

10--6  11--2  13--5  14--32  15--23  16--9  17--31  18--5  19--10

20-23 21-18 22-18 23-18cmである。

≪周   溝≫ 竪穴内の壁に沿って幅16～ 25cm、 深さ 5～ 10cmの周溝がみられる。

≪炉 。カマ ド●煙道≫南西方壁の南寄 りにカマ ドが確認できる。カマ ドの焚口は80× 60cmで

凝灰岩を方形に整形して袖を構築している。煙道は幅40cm長 さ150cmで 、先端の煙 り出し

部に深さ45cmの ピットが認められる。

SI-03 平面図

名

十

獅
福 ざ
2   3

6.00m｀

A

5

S i―-03

4   3

セクション (A― A′ )
層   位 色 土  性 偏 考

1層 10Y R2/3黒 鵜 色 粘性しまり共にあり。05～ l calの小石を含んでいる。(ビ ット)

2層 10YR2/3黒 禍 色 ツ  ル  ト 粘性しまり共にあり。05～ 5 cmの 小石を合もぉまた.にぶい黄福色の土も合んでいる。
3層 10Y R2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。06～ 5 cnの 小石を合んでいる。

4層 10Y R3/3陪 鵜 色 ン  ル  ト 粘性しまり共にあり。0 5cn内外の小石を多量に含んでいる。
5層 10Y R2/3 黒 ツ  ル  ト 粘性しまり共にあり。0 5em内外の小石を含んでいる。(ビ ット)
6層 10Y R4/3 にボい貢BB色 油性しなり共にあり。05～ 2 ca経 の小石を含んでいる。

7層 25Y6/6 切黄褐 色 柄性しまり共にあり。05～ 2 cm程 の小石を含んでいる.凝灰岩崩壊土(地山)



SI-03 セクシ ョン (B― B′ )
層   位 土 色 土  性 偏 考

1層 5 YR2/1 黒   色 粘性弱くしまりあり。 5ロロ内外の小石を含んでいる。

2層 10Y R2/3黒 掘 色 シ ル  Ⅲ 粘性弱くしまりあり。 5 mm肉 外の小右を含んでいる。
3層 10Y R4/3 にぶい貢褐色 ン  ル  ト 粘性しまり共にあり。カマドの袖の凝灰岩力朝壊したものを含んでいる。(カマド埋土)

4層 5 YR3/3皓 赤鴨色 粘性しまり共に弱い。カマドの袖の凝灰岩が崩壊したものと焼土を含んでいる。(カマド埋土)

5層 10Y R4/2灰 貢 BB色 粘性あり, しまり強い。 5 mm内外の小石を含んでいる。(貼り床か

6層 10YR2/1 黒   色 粘‖弱くしまりあり̂ 6ロロ内外の小石を含んでいる。(耗 りすぎか

SI-03 カマド内セクション (C― C′ )
層   位 土 色 土  性 槽 考

1層 10YR3/3暗 褐 色 シ ル  ト 粘性しまり共にあり。 5 nd内 外の小石と焼土と炭化物粒を含んでいる。
2 10Y R4/3 にぶい貢褐色 ン ル  ト 粘性しまり共にあり。 5ロコ内外の小石を含んでいる。

3 10Y R3/2黒 褐 色 絲性lフ 支り共にあり̂ 5コ皿内外の小石とカマド袖の崩壊岩を合んでいる。

SI―-03

≪確 認 層 位≫ 5層

≪重   複≫ なし。

≪増 改 築≫ なし。

≪平面形 。方向≫ 南側壁と西壁の一部を残すのみであるが、400× 400cmの 隅丸方形になる

と思われる。

≪竪穴内層位≫ 6層からなる。自然堆積土である。

≪壁 の 状 況≫ 残存壁高は 9～ 13cmほ どで、ゆるやかに立ち上がっている。

≪床   面> 北東部分が切られているため詳細は不明だが、残存部は平坦である。

≪柱   穴> なし。

≪周   溝≫ なし。

≪炉・ カマ ド●煙道≫ 残存する南壁中央部にカマ ドの焚口袖がみられる。長さは70cm幅 50

cmほ どで、凝灰岩を整形して構築している。煙道は確認できなかった。

掘立て柱遺構

SB―-01

12・ 13-A～ C区で確認された掘立て柱遺構である。確認層位は 5層である。

規模は600× 400cmで 、3間 2間。 1号製塩炉及びSK-02と重複しており、これらよりも古い。

溝状遺構

SD-01

確認層位は 5層で、16～ 19-F tt。 幅60～ 80cm(最小～最大幅)、 深さは10cmほ どである。

SD-02



確認層位は 5層。20-D区から15-A区 に向かいほぼ磁北にそってのびている。幅160～ 200

cm、 深 さ15～ 60cmほ どである。

SD-03

確認層位は灰層。幅40～ 80cm、 深さは25cmほ どある。16-D区 で湾曲し、13-C区で消滅 し

ている。

SD-04

確認層位は 5層。 15・ 16-B区 で確認。幅160～ 270伽、深 さ15cmほ どである。

SB-01, SK-02

o        1        2m

500m‐南



12-A～ C 南壁 (SX-02)セ クション

層   位 土 色 土  性 備 考

埋土 ] 75YR1 7/1黒    色 炭化物層。

埋±2 10Y R3/2黒 鵜 色 粘質ンル Ⅲ 粗砂.小石.炭化物粒,土器を含む。

埋± 3 7 5YR1 7/1黒     色 ル  ト 炭化物層。

埋±4 10Y R2/3黒 鵜 色 相 土 細砂,小石,土器を含む。

埋± 5 5YR1 7/1黒     色 ン  グレ  Ⅲ 炭化物層。
埋± 6 7 5YR3/3暗 褐 色 凝灰岩粒,小石を合む。

埋± 7 10Y R2/3黒 鵜 色 現灰岩粒,小石を含む。

哩±8 75YR17/1黒     色 炭化物層。

理±9 7 5YR3/4暗 褐 色 粘贋ンル ト 凝灰岩粒,小石を含む。

埋±10 10Y R2/2黒 褐 色 粕買ツル ト 凝灰岩粒,小石を含む。

1層 5Y R3/3暗  褐 色 ツ  ル  ト 粘性しまり共にあり。凝灰岩粒,小石,焼土粒,炭化物粒,土器を含む。

2層 10Y R2/2黒 褐 色 粘賃 ンル ト 粘性弱くしまり強い。貝層(アサリ, カキ主体)動物の骨を合む。

3層 10Y R2/2黒 禍 色 格賃 ツル | 粘性弱くしまり強い。

4層 10Y R2/2黒 鴨 色 粘性しまり共にあり。地山崩壊土をブロック(2～ 3 cm)蜘
5層 7 5YR3/2黒 褐 色 粘ltしまり共にあり。凝灰岩粒,小石,焼土粒,反化物粒,土器を含む。

6層 7 5YR1 7/1黒    色 ル  ト 粘性弱くしまり強い。炭化物層,焼土粒を含む。

7層 5Y R3/4暗  褐 色 粘賃ンル ト 粘性強く, しまり弱い。凝灰岩粒,小石,粗砂,土器,焼土粒を含む。
8層 10Y R3/2黒 掘 色 ン  ル  ト 粘性ありしまり強い。

9摺 基本層に対応。

10層

土   疾

SK-01

確認層位は灰層。 3-F区 にあり50× 150cmほ どの楕円形で、深さは16cmで ある。

SK-02

確認層位は 5層。12-B区 にあり100× 140cmほ どの精円形 と思われる。深さは35cmで ある。

SK-03

確認層位は灰層である。13-E区 にありSI-01に 隣接している。90× 110cmの楕円形で、深

さは25cmほ どである。

製塩遺構

製塩炉は13カ 所で確認されたが、構築形態から次のように分 1/jら れる。

A 類十一石敷きで円形・楕円形の平面プランのもの。

B 類一一土堤。

Cl類一一貝灰堤の円形のもの。

C2類―一貝灰堤の楕円形のもの。

Dl類一一石組 (褒灰岩を方形に整形し構築)で長精円形のもの。

D2類一一石囲 (凝灰岩と河原石とで構築)で長楕円形のもの。

A類には 1号炉がこれに相当し、 B類には 8号炉。Cl類は 9号 。10a号 。10b号・ 11号が

これにあたる。 C2類は 2a号 。2b号・ 5号 。7号が、Dl類には 3号 と12号が、D2類に

は 4号 と6号があてはまる。なお、貝灰晃とは土堤に合めてもよいとも考えられたが、粘土に

只灰を混ぜて堤状に構築していることから土堤とは区別した。



1号製塩炉

確認層位は灰層。12119-A区で認められた。楕円形の平面を呈し、10～ 20cm位の礫が不規

只1に敷き詰められている。中央部はあまり火を受けた形跡は認められないが、周辺になるに従

い、灰化物が多くみられ礫ももろくなっている。製塩土器片|の混入はあまりなかった。

1号製塩炉

Ц

式
m

5.00m為

5,00mれ

5,00m坦

+

卜

卜

れ
　
【

十
響勇
'学

ェ∞m当_ャ_「_す二    卜



1号製塩炉セクション (A― A′ )

層   任 土 B 土  性 備 考

1層 7 5YR3/8暗  凋 色 ン  ル  ト 粘性しまり共にあり。3～ BrII程の小礫と40～50駒の中礫及び裂塩土器を含む。礫は焼けている。
2暦 7 5YR3/3 陪 ン  ル  ト 絡性しまり共にあり120～ 50翡の中礫を多く含む.ま た炭化物を多畳に含んでいる。礫1よ焼けている。

3層 5 YR3/3暗 赤褐色 ン  ル  ト 消性弱く
しまりあり。 5～ 20勝程の」嗅 と30～50恥の中礫を多く含む。また炭化物を少量含んでいる。際は

焼けている。

4層 2 5YR2/2極 暗赤褐色 粘性しまり共にあり。50～ 100助程の大礫を多く含む。また製塩土器,炭化物を少量含んでいる。灰をブロ
ク状に合み.礫は焼けている。

5層 75Y R3/4脂 鴨 色 桁性しまり共にあり。灰化物,裂堀土器片を少量含む。輩た灰を含んでいる。榛は屍けている。

6層 5 YR3/2暗 赤褐 色 粘性しまり共にあり。炭化物を多く合んでいる。礫は焼けている。

7a層 7 5YR4/2灰 褐 色 粘性弱くしまりあり。 2～ 5助のJ蝶及び同程度の製塩土器片を含む。また炭化物を少量含む灰層である。
礫は焼けている。

7b層 7 5YR3/3脂 泳 lIB色 ン  ル  ト 粘性弱くしまりあり。 2～ 5助の小礫を含もぉまた炭IL2を含んでいる灰層である.礫は焼けている。
8層 75YR2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。 2～ 4助の小礫,炭化物を多く含んでいる。礫は焼けている。

9層 75YR17/1黒    色 粘性しまり共に弱い。炭化物層。

1号製塩炉 (B― B′ )

層   位 土 8 土   性 備

1層 10Y R3/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。鉄の薄板等の混入。

2a層 2 5YR2/3暗 赤 褐 色 ン  ′レ  ト 弱くしまりあり. 2～ 5防の小礫とわすかに興塩土器片を含む.灰層

2b層 5 YR3/4階 赤褐色 ツ  ル  ト 弱くしまりあり。 2～ 5助の」曖 と炭化物をごくわずかに含んでいる。灰層

3層 粘性弱くしまりあり。 2～ 4物の小環及び炭化物を含む。k層

4層 5 YR2/4 極暗赤掘色 粘性しまり共にあり。

5層 A― A′の4層に対応。

6a層 7 5Y R4/3 褐    色 粘性弱くしまりあり。裂塩土器片1～ 3勝の小礫及び炭化物を含む。灰層

6b層 A― A′の7a層に対応.

7層 10Y R6/3 にがい蓑橙色 ン  ル  ト 粘性しまり共に弱い。炭化物をわすかに含む^灰層

2号製塩炉

軋

下
ｒ
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2号製塩炉セクシ ョン (A― A′ )
層   位 土 色 土  性 備 考

1層 7 5YR2/1黒    色 ン  ル  ト 粘性なくしまり弱い。炭化物,貝がら,製塩土器片を合んでいる。
2層 7 5YR4/3褐    色

想斃虚督曇ぎど爾撃ょ爆 ,1～
勅 と胞 脚 &のが交互に重なっa略諏 2層十炭1層の3

3層 7 5YR2/2黒 褐 色 粘性なくしまりESい。炭化物,製塩土器をわずかに含む。
4 7 5YR2/3極 暗褐 色 粘性なくしまり弱い。灰層と炭化物を含むが交互に重なる灰層(灰 4層 +灰 3層 =7層 )

7 5YR2/1 黒   色 粘性なくしまり弱い。炭化物を多く合み製塩土器片もわずかに含んでいる。
6層 7 5YR6/2 灰 掘 & 粘性なくしまり弱い。灰層と炭化物層が交互に重なる層(灰 2層 +炭 1層 )。
7層 R2/2 黒 鵜 色 J場なくしまり弱い。炭化物を多く合み,製塩土器をわずかに合んでいる。

8層 7 5YR6/3に ぶい褐色
碧警各患|ま

咽 M層 的 焼の朝 吻 層御 動 政 互嘔 なっa嶽 5層 椒 がら4m内 外の焼

9層 7 5YR7/2明 掘 灰 色 貝灰層?壁 ?一部床面の回い貝灰層にのっている。

10層 7 5YR6/3に ぶい禍色 絶権賛Ⅲ、怯岸を審幾
上ま 8D蜘 轟 渕 吻目まなく鉢 に封よらに脚吻片始 んaち。噛

1層 5 YR4/4 にぶい赤褐色 Ij性なくしまり弱い。貝からを含む。灰層(炉構築基盤か?)。

2号製塩炉セクション (B― B′ )
層   位 土 色 土  性 備

1層 東西tク ション1層 と対応(2号炉床)。

2a層 7 5YR4/4褐    色 ツ  ル  ト 滞性弱くしまりあり。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒をわずかに合んでいる。
2b層 75YR5/2掘    色 粘性しまり共に醍い。製塩土器片,貝がら片炭化物粒をわずかに合む灰のブロック

3層 (A― A′ )10層 と対応する。

4層 7 5YR4/3褐    色 砂質ンル ト 粘性しまり共になし。製塩土器片等の混入ごくわずカ
5層 5YR3/4賠 赤 褐 色 砂質ツル ト 粘性しまり共になし。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒を合んでいる。
6層 7 5YR5/3に ぶい褐色 ル  ト 粘性しまり共になし。製塩土器片,貝 がら片,炭化物粒を多く合む貝灰の回まりがブロック状に密集している。
7層 7 5YR5/2 灰 褐 色 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片を合んでいる貝灰の国たりのブロックが密集している灰層。
8層 7 5YR4/4掘    色 ン  ル  ト 坤性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら片,炭化物粒,黄褐色粘土をわずかに含んでいる。

2a号製塩炉

11-C区、灰層で認められた。平面形は80× 340cm程 の長楕円形で、周囲を貝灰で堤状に構築

している。深さは約30cmで ある。床面はかたくしまった灰層と、その下にやわらかい灰層、炭

化物層と続 く。この 3層がセットになっており、全部で 3セ ットが観察された。各層厚は l cm

ほどである。床面に連珠形の平坦な落ち込みがみられる。バケツ型の製塩土器をおいた跡とも

思える。

2b号製塩炉

2a号製塩炉と重複している。80× 480cm、 深さ33cmの長精円形の平面。周囲の晃部を貝灰で

構築している。床面はほば平坦で、貝灰と炭化物層が交互に積み重なってみられる。

3号製塩炉

9-D区 、灰層で認められた。規模は60× 340cm、 深さ40cmの長精円形で SI-03の平面プラ
ン内にある。堤の部分は、凝灰岩を方形に切 り出して構築している。床面はほば平坦でかたく

しまっている。

18



3号製塩炉

o         1        2m

560m勇

■
5.60m

3号製塩炉セクション (B― B′ )

層   位 土 8 土  性 考

1層 10Y R4/6 鵜   色 ン ル  ト 粘性弱くしまりあり
2 Y R3/3 暗 鵜 色 ン ル  ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器片,貝がら(カ キ等)炭化物粒を含んでいる。

Y R4/4 禍 ン ル  ト 粘性しまり共に弱い。製塩土器,貝がら小片,イ曝 ,炭化物粒,灰を含んでいる。
7 5YR4/3 稿 粘性なくしまりESい。製塩土器片,屍右を含んでいる。

7 5YR5/4に おい鴇色 粘件なくし渡り強い.固い。lF 又は夫井崩壊部か !

75YR3/1黒 褐 色 り共にあり.炭化

7ほ 7 5YR5/6明  褐 色 ン  グレ  ト i性しまり共にあり。床面(貝灰で作ったと思われる)焼石,焼土。凝灰岩,火を受けていてもろい。炉の肉

"よ

(2 5YR5/8赤褐色)焼けている。

7 5YR3/3 悟 鴇 色 絶件しまり共にあり。既石(10～20cm)と 焼土を多量に含毬

7 6YR5/4に がい鵜色 ‖しまり共にあり.炭化物粒と灰を含むる

lυ層 :にあり、炭化物粒と焼土を含む。

11層 /3 ン  ル  ト 粘性しまり共になし。焼けてもろくなった凝灰岩と灰を含I」。
裾



3号炉作業揚セタション (C― C′ )
層   位 土 色 土  性 備 考

20層 Y R3/1黒 褐 色 粘性しまり恭卜弱い。灰層,｀貝がら,環灰岩粒を合む。      Cセ クション8, 9に対応
21層 Y R3/3暗 褐 色 ン ル  ト粘性し液り米に弱い。灰層,I土器,炭化物粒を合む。
22層 Y R3/4皓 褐 色 粘質ンル ト 粘性強くし寝り弱い。土器,炭化物を含む。
23層 715Y R4/3褐    色 粘質シル Ⅲ 粘性しまり共に弱い。土器,炭化物,焼土を合む。
24層 tpYR4/4 褐   色 ン  ル  ト 粘性しまり共に弱い。灰,凝灰岩粒,焼土を合む。
25層 pY R5/2灰 責褐色 シ  ル  ト 粘性なくしまり強い。回い灰と炭化物がサンドイッチ状になった床両。
43層 leYR5/2灰 黄褐色 ン ル  ト 粘性なくしまり強ぃ。灰の回まり,炉壁又は,炉の天丼?。 炭化物粒,焼上を合む。

4号製写炉           IⅢ .: t'|.              :
下      々  |′          

―

13-F区 の灰層で認められた。SI-0と と重複しているが、70× 380cmほ どの長楕円形と思わ

るてし築構でと石原河
，
と
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4号製塩炉セクション (A― A′ )

層   位 土 色 土  性 備 考

1層 10Y R4/6 褐   色 粘性しまり共に弱い。灰層,貝がら,凝灰岩粒,土器,焼土,焼石を含む。

2層 5 YR4/2灰 褐 色 ン  ル  ト 粘性しまり共になし。焼土,炭化物粒,上器を含む。

3層 10YR4/3 褐   色 粘質ンル ト 粘性あり, しまり弱い。焼土,灰を合む。
4層 10YR5/6黄 褐 色 粘性しまり共に弱い。灰層,炭化物,焼土,焼石,小石,貝がら片,土器を含む。

5層 基本層位 5層に対応。

21層 10Y R3/3暗 褐 色 粘性しまり共に弱い。灰層,土器,炭化物粒を合む。21～25層はCセクションに対応

23層 7 5YR4/3褐    色 粘質ンル ト 粘性しまり共に弱い。土器,炭化物,焼土を含む。
25層 10Y R5/2灰 黄褐色 粘性なく, しまり強い。固い灰と炭化物がサンドイッチ状になった床面。

4号製塩炉セクション (B― B′,C― C′ )
層   位 土 色 土  性 備 考

1層 7 5YR2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。炭化物,土器片をごくわずかに含む。

2層 7 5YR3/2黒 褐 色 ン  ル  ト 粘性
しまり共にあり。15～ licmの凝灰岩を多く含む。炭化物,上器片を合む (1層より多い)黄褐色土を斑
点状に合む。

3層 7 5Y R3/2 黒 褐 色 粘性しまり共にあり。チ峨 を合む (2～ 3ロロ程)黄掲色上をわずかに含む。

5号製塩炉

5-E区 、灰層で認められた。80X150cmの 橋円形に床面のみが認められた。

5号製塩炉

土土

0              1m
一＝

引

Ｉ

Ｅ
５

∞
・
寸

5号製塩炉セクション (A― A′ )

位 土 色 土  性 備

1 75YR3/3暗  掘 色 粘枠しまり共にSEい.製蝙土器片が多く 小礫員がらをあすかに合むハ

6号製塩炉

6-E・ F区、灰層で認められた。80× 450cm、

うに凝灰岩と河原石とで構築している。

堤部は 4号 と同じよ深さ20cmの長精円形で、



6号製塩炉 。13号製塩炉

吐

ゴ
0            1            2m

5,00m―全Ч

7号製塩炉

6-B区、灰層で認められた。床面のみが残存しており、40X90cmの 精円形を呈し、貝灰に

よる堤部構築と思われる。

7号製塩炉

0               1m

Ｔ
Ｉ

Ｅ
ｏ
ｏ
．ぃ



8号製塩炉

3-F区、灰層で認められた。140× 200cm、 深さ30cmの隅丸方形で、土堤である。

4.50m望当 隣

SK=01 セクション (B一 B4)

9号製塩炉

2-E区 、灰層で認められた。床面のみで約 3分の 1が残っているだけであるが、直径360cm

ほどの円形になると思われる。貝灰堤。

址

すｍ‐判‐‐
ＣＥＯゅ
．甘

員

8号製塩炉セクション (A― A′ )

位 土    色 土  性 備 考

1 10Y R2/2黒 狛 色 炭伴協 灰 貫徹 +器片″寿番に合すは

|_



10a・ b号製塩炉

2-G・ F区、灰層で認あられた。

堤。

ユ号製塩炉

6-B・ C区Ⅲ医層で認められた。

る。床面に土器を置いたかのような、

■号製塩炉

いずれも床面のみで、直径100cmな どの円形である。只灰

床面のみが残存しており、200× 280clnな どの精円形であ

痕跡が認められる。只灰堤。

生∞m

■号製塩炉最終面

0           1m

0           1m

―

仁

■号製塩炉セタション

層   位 土 色 土  性 備 考

l藤 7 5YR5/2医 鵜 色 ツ ル  ト 粕性4(し まつ強し、貝灰0回まり,硬い,貝がら|を含む。
′層 3 YR4/6 赤 描 色 シ ル  Ⅲ錯}発維脇拶籍磯誕た競除駆下部媒盤部り魏螂ヽ鰐醸〕



12号製塩炉

5・ 6-D区、 5層で認められた。70× 400cmの長楕円形で、Jヒ側半分の堤部は破壊されてい

る。凝灰岩の石組。

13号製塩炉

6-E区、灰層で認められた。直径120cllaの 円形で、床面のみが残存していた。

貝灰が周辺部に見られることから、貝灰による堤と思われる。

その他の遺構

作業場跡

作業場と考えられるのは、 2b号及び 3号製塩炉に挟まれた 9。 10-C・ D区で確認された。

層厚 2～ 3 clnほどの貝灰と灰層、それに炭化物層がセットで積み重ねられており、炉から掻き

出したものを平坦に叩きしめたと思われる。

土器片集積地

製塩の土器片が集中してみられる箇所が、16,17-C・ D区と5-DoE区 とで認められた。
いずれも小破片のみであり、意図的に捨てられた可能性が大きい。

土器集中地区
◎
膀

L



Aラ インサプトレンチ

十

0           1           2m

3.20m

Aサブトレンチセクション

位 土 色 土  性 考

1 10Y R3/3陪 鵜 色 粘性しまり共に弱い。土器片を多量に合杭 貝を合仇

2層 10Y R4/3 にぶい黄掘色 砂質ンル ト 粘性弱くしまりなし。ピットか?

3層 25Y5/3黄 褐 色 砂 粘性しまり共になし。貝がら,■器片 (縄文～平安)小石等を含む。

4層 10Y R2/1 黒   色 Fh性しまり共にあり。貝がらを合む。炭化物を含む。
5層 7 5YR5/6 明 褐 色 シ ル  ト i性しまり共にあり。灰土かY
6 7 5YR4/4 裾 砂 しまり共になし。貝からを含む。

7 7 5YR3/1   黒鵜 砂質ンル ト なく, しまり弱い。炭化物,灰 Yらしきもの貝がらを含む.

8層 R3/1 黒 鴨 色 粘性しまり共にあり。

9層 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 粘性しまり共になし。貝がらを合む。砂が粗い。

10層 10YR3/3暗 褐 色 砂 粘性しまり共になし。貝がらをわずかに含む。炭化物もわずかに含む。砂が9層より細かい。

■層 10YR3/2黒 褐 色 砂 粘性しまり共になし。炭化物をわずかに合む。

12層 10Y R3/1黒 褐 色 D旨 ンルト 粘性しまり共に弱い。炭化物,遺物片,貝がらを含む。
[3層 25Y5/3貢 穏 色 砂 粘性しまり共になし。小石.員からをを多く含む

^



Aサブトレンチセクション

位 土 色 土  性 備

5Y R3/3鰭  褐 色 砂質シル ト 粘杵しまり共に弱い.貝がら、炭化物を少
15層 10Y R2/2黒 褐 色 ン ル  ト 粘件しまり共にあり.小石を多く含む。
16層 10Y R3/2 黒 褐 ン  ル  ト 粘性しまり共にあり。炭化物少量含む。
17層 10Y R2/3 黒 偶 粘質 ツル ト 粘性強くしまりあり

18層 10Y R3/3陪 褐 色 粘性しまり共にあり。多量に小石を含む。

19層 7 5YR3/1黒  褐 色 粘質ツル ト 粘性しまり共にあり。小石を含んでいる。
20層 Y R4/2 灰 褐 色 ンルト質粘土 粘性しまり共に強い。
21層 10YR2/2黒 褐 色 相質ンル ト 粘件しまり共にあり。小石.土器片を
】2層 7 5YR2/2黒  褐 色 ン ル  ト 絶性しまり共にあり。小石,土器片を少量合む。
:3層 10Y R4/3 にがい貢禍色 粘性ありしまり弱い。」ヽ石を多く合む。

!4層 10Y R2/2黒 褐 色 粘性しまり共にあり。小石を多く含む。

】5層 粘性しまり共にあり。土器小片,小石を含む。

B6摺 75YR3/2黒  褐 色 粘性しまり共にあり。小石,土器小片,炭化物を含

37層 75YR2/2黒  褐 色 しまり共にあり。炭化物を含む。土器小片を多く含も

〕8層 7 5YR2/1黒    色 ン  ル  ト りしまり強い。小石,土器小片を多く含t

2制冒 10Y R4/2 灰貢禍色 粘質 ツル ト しまり共にあり。小僚を含乱

]0層 10Y R6/8明 貢 褐 色 ン  ル  ト 粘性しまり共に弱い。地山。

‐
―
‐

―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ



(動 遺   物

土師器・須恵器

おもに SI-01と SI-02の カマ ド付近から出土している。すべてがロクロを使用して成型

されており、外では底部の切 り離しが回転ヘラ切 りによるものと糸切 りによるものとがある。

製 塩 土 器

内面はいずれもハケやヘラ状の工具消よび指ナデにより丁寧に磨きがかけられているもの

の、外面は粗雑で、粘上の積み上げ跡を明瞭に残しているものもある。成型は輪積みである。

製塩土器は平箱で約60箱分を採集し、そのほとんどが小破片であったが、口縁部から底部まで

接合し復元できたものが 3点あった。

製塩土器の底部は大きく次のⅢ類に分けられる。

I類→底部が胴体部よりも厚いもの

H類→底部が胴体部よりも薄いもの

Ⅲ類→底部、胴体部とも同じ厚さのもの

立ち上がりの相違による分類。

1→ほぼ垂直に立ち上がっているもの

2→内反ぎみに立ち上がっているもの

3→立ち上がり部に丸みがあり、ほぼ垂直に立ち上がるもの

4→立ち上が り部に丸みがあり、内反ぎみに立ち上がるもの

5→外反ぎみに立ち上がっているもの

底部の厚さによる分類。

a→ l cm以上の厚さのもの。

b→ l cm以下の厚さのもの。

口縁部の分類

胴体部や底部に比べると、日縁部の出土点数は極めて少ないものの、次のように分類できる。

I類→口縁部を指などで平坦に調整しているもの。

H類→口縁部断面が逆U字状に調整しているもの。

立ち上がり方により

1→直立しているもの       _

2→内反しているもの

3→外反しているもの

及び口縁部の厚さが l cm以上のもの→ aと 以下のもの→ bと に分けられる。



製塩土器分類表 (口縁部 )

出 土 地 層   位
I類 (日縁部が平で厚) I類 (口縁部が平で薄) H類 (口縁部が山形で薄)

la(直立: 2a(内反 3a(外反: la(直立) 2b(内反) 3b(外反) lb(直立 2b(内反) 3b(外反)

表採 3 4 1 8

C-2 灰原上 1 1

C-6 灰原上 l

D-2 灰原上 1 1

D-3 灰原上 1 1

D-5 灰原上 l l l 2 5

D-9,10 灰原 1 2 4 7

C-3 灰原中 l 1

C-4 灰原中 1 1

C-6 灰原中 5 l 6

C-4 灰原下 ユ 1

C-6 灰原下 ユ l

A-8 灰層上面 4 l l 6

C-5 灰層上面 1 l

C-6 灰層上面 l 1

DE-10,11 灰層中 1 2 1 1

A-9 1層上面 2 2

C-4 l層上面 1 1

D-10 1層上面 l 1 2

A-8 2層上面 1 l 2

B-8 2層上面 l 1

C-2 2層上面 l 1

C-3 2層上面 2 2

C-6 2層上面 1 3 3 7

D-9 2層上面 2 l l l 5

D-10 2層上面 4 4

A～ C8～ 10 5層上面 2 2

D-5 5層上面 1 l

D-10 土拡 1 1

D-10 落ち込み埋土 l

SK-02 1

SK-03 埋土 ユ

SK-04 埋土 l l

2号製塩炉 埋土 l

2号製塩炉 B埋土 l l

2号製塩炉跡 2層上面 l

3号製塩炉 埋土

3号製塩炉 床面 1

3号製塩炉 l 1

4号製塩炉 埋土 l 2 l 4

4号製塩炉 2 2

6号製塩炉 l l

合計 3 l 11 3



製塩土器分類表 (底部 )

製  塩 I 12 I 15

出土地 層 位

a=l cm以 ト b a b a b
表 採 1 3 3 l 1

灰 原 上 1

灰 原 上 1 l

― 馬 灰 原 上 1

― S 灰 原 上 3 1 3 3 7

C-11 火 原 上

D-3 灰原上

D-5 灰原上 3

B-8 灰  原 1

C-4 灰  原
D-9,10 灰  原 1 1

C-6 灰原中 2 3 1

F-2,3 灰原中

A-8 灰層上面 l 3

ABC-8 灰  層 1

F-8 灰  層
BC-5,6,7 灰層中 1

C-6 灰層中 1 1

C-10 灰層中
DE-10,11 灰層中 l 1 4 1

A-9 1層上面

C-4 1層上面 1

1

D-11 1層上 E 1

1

1層上 血 1

A-8 2層上 画 1 1 l

B-8 2層上面
C-2 2層上面
C-3 2層上面
C-4 2層上面 1 1

C-6 2層上面
D-3 2層上面
D-4 2層上面
D-9 2層上面
D-10 2層上面 1

D-11 2層上面 2 l l

A-2 2  ,署 1

D-5 5層上面灰層
A,C8-10 5層上面
D-5 5層上面 1

E-4 5層上面
5層 上 山 l 3

D-11 5層上面 1

5  )晋 l

SK-03 1

SK-09 1

SK-03 埋  土
SK-04 埋  土 1

2号製 塩 炉 l

2号製塩炉 埋  土
D-10 土  拡
-11) 洛 ち 込 み

1

3号裂 堀 炉 1

3号製塩炉 床  下
4号製塩炉
4号製塩炉 埋  土 1

合  計 6 S 1 5



ゴ
a a b b a b a a b

3 1 2 1 1

l 1 3

1 1 l 5

1

4 9 1 2

1 1

2

1 6

1 2

1 1

3 2 1 1 1

1 3 l

1 1

1 3 1

1

1 1

1
2

l 3

l l 2

2 1 1 1 1 l 1

1 1 2

1 2

l
1

2 3

1 l
2

1 2

2 3 8

1 1

1 1

1 1

2 4

3 1 4

l 1

3 1 1 1

1 1 l 8

1 1

1 1

1 1

1 1 l 1

1 1 2

1

1 2

1

1 1 6

1

1 3

1 2 4

1 l 2

1 1

1 l 1 4

1 3

1 1

l

2 l 2 9

3 7 4 6 5 3



縄文土器

3-A地 区のサブトレンチから13点出土した。深鉢および鉢の上器片と思われ、頸部に浅い

沈線が施されているものと、口唇部まで縄文の施されているものとがみられる。

弥生式土器

縄文土器と同様にサブトレンチから出土しており、日縁部に平行する沈線を施してあるもの

と、頸部に連続する列点文を施すものとがあり、胴部には縄文が認められる。

石   器

石鏃石斧各 2点 と、石核、紡錘車などが出上している。

土 製 品

土錘 4点 と支脚、フイゴの羽口が出土した。

骨 角 器

鹿角製の刺突臭とヘラ状工具が 4点出土した。

自然 遺 物

貝類ではマガキが最も多 く、アサ リ・ハマグリ・ イガイ・ シオフキ・ アカニシ・ ウミニナ・

オオツタノハが出土している。魚類ではマダイの椎骨。獣骨ではシカとウマそれに種不明のも

のが出土している。

また、サブトレンチからは縄文と外生の製塩土器が検出されている。縄文土器と伴出の土器

はすべて尖底であり、底部に小さなくぼみをもつものもある。弥生土器伴出の製塩土器は小平

底で木葉痕のみられるものもある。

自然遺物集計表

表   採 灰  原 灰  層 1 層 2  層 4  層 5  層 炉  跡 埋  土 層位不明 計

マ  ガ  キ 4 1 1 1 l 6 7 3 39

イ  ガ  イ 1 I 2

オオツタノハ
1 1

マ グ リ 1 1 l 8

シ オ フ キ 1 1 2 2 6

ア  サ  リ 2 l 3

ア カ ニ シ 1 2 2 l 6

ウ チ ニ ナ l 】 1 3

計 6 1 2 5 9



自然遺物集計表

表   採 灰   原 灰  層 2  層 5  層 炉  跡 埋  土 サブ トレ 層位不明 計 常  考

ンカ 鹿 角 2 l l 4

″ 踵 骨 1 1 2

″ 距 骨 1 l

″ 中手骨 1 1

″ 中足骨 1 1

大腿骨 1 1

″ 腰 権 1 1

指  骨 3

計 4 1 2 コ 1

ウマ 基節骨 1 1

″ 足根骨 4 4 一 括

中足骨 1 1

″ 踵 骨 l 1

″ 距 骨 1 と

″ 歯 骨 1 2 5

計 1 1 2

不明獣骨 5 l 9 2 2 1

″肋骨 2 1 一括

″鳥骨 l 1

計 5 1 11 4 2 1

マダイ権骨 2

計

合   計 ユ 3 2 2 4 4
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表-l SI-01 出土遺物
十 触

種  別 部  位
法 (cI) 文 標 調 整

備 考
器局 口径 内   面 外   面

l -01 カマド内   3 と師器 口縁～底ヨ タロ調整 ロクロ調整 回転糸切り
2 -01 カマド内 3 師器 舅 ヨ縁～体日 0 タロ調整 ～2Emの石葵粒を少し含む

^

3 S -01 カマド内 土師器 部 五部回転糸切り
4 S -01 土帥器 男 口縁～履ヨ タロ調諮 1～ 2Шの石英粒を少し合む

5 S -01 カマド内 上師器 甕口縁～体笥 18 0 アクロ調整
ロクロ調整
ヘラケズ,

1～ 2mの石英粒を少し合む

6 -01 カマド内 上師器 不 底部 ナデ 臣部 回転系切り
7 S -01 床面直上 頁恵器 不 日縁～底ヨ ロクロ調整 ロクロ調整

氏部 回猛糸切り, 口縁部上R
文化物が付着している

1/3

8 SI-01 床面直上 と師器 第 底部 5 '4～0
ロクロ調整 ロクロ調整 氏部 回転糸切リ

9 SI-01 埋土 と師器 口縁～体H ロクロ調整 ロタロ調整 2 amの 石莫粒を少し含む

SI-01 埋土 と師器 騒部 5
一
償 ミガキ ロクロ調整 藪部 回転糸切り

SI-01 煙道 L師器 口縁～体部 0 ロク1調整
Fク ロ調整
ヘラケズリ 2 EUI以下の石英粒を多く合も

SI-01テラス 土師器 口縁～底著 5 0
黒B処理
ミガキ

ロクロ調整 岳せて!で強潔をなよ
ガキは母

1月

SI-01 ■師器 0 クロ調整 夕
'調
整 部ヘラケズリ調整 1/3
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表-2 SI-02出 土遺物
出   土   地

種  別 部  位
文 穣 調 整

備    考
地 口径 底径 器厚 内   向

熊 土器舅 コ縁～医看 3 置部回転ヘラ切り

-02 土師器 堺 口縁～底音 41 黒色処理
ミガキ

ロクロ調整
匿部回転ベラ切ツ 1～ Zロロ¢
石英粒 l nIの 小石粒を含む

認 印 クロ調整 医部ヘラ切り ひすみかある

-02 カマド肉 須恵器 口縁～底部 37 クロ調整 クロ調整 再研回〒全子紀ム徐著短参るも
7 ロクロ議整

妍一珊
コ縁～体] ～2ロロの石英粒を多く含む

SI-02 カマド内 土師器 体部～底Ч ナデ。刷毛目 ヘラケズリ
爵部ヘラ切 ツ,消ナテしていそ

帯拭爛 協辮 彗∴「
2

S -02 カマド内 と師器 体部 旨ナデ ヘラケズ)
1～ 2 mmの 石英租,日色種を

=

S -02 カマド内 土師器 甕 体部 ロクロ調整
ロタ ロ調整
ヘラケズリ

lD口以下の石英粒を多く合む。

S -02 カマド内 土師器 甕 体部 1↓毛目
コクロ調整
ヘラケズリ

1ロロ以下のる柔粒,日色種をε
,f_

S -02 カマド内 土師器 甕 体部 吊‖毛目
ロタロ両里
ヘラケズリ

1～ 2 mm以 卜の石天租,日 色石
″合}f_
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表-3 SI-02出 土遺物
出   土   地

種  別 部  位 文 練 謁 望
備    考

器厚 内   面 外   面

SI-02 煙道 土師器 蜜 9 ]転刷毛日
ロタロ開望
ヘラケズ,

耶ヘラ切り。 1～ 3Шの右要
白

“

対o小石対歩んで全,, 1た

SI-02 煙道 土師器 雲 本部 0
Vl毛 日
目

Fク ロ調整
ヘラケズ

'

1～ 3 mmの ね央札 J｀rH種を名
,f_

1/4

SI-02 煙道 土師器 甕 1部～底ヨ 7 0
毛
ナ

口

へ

整

リ

調

ズ
氏部 ヘラ切り, 1～ 2mの 石
鸞位,1～ 5 mEの 小石粒を合む。

1/4

～第翻 01 帯高に誤差あり

SI― l12 煙道 土師器 菱体部～底苗 61 01
1北 日 ロスロ調整

ヘラケズリ
臣部近くは稚なナアの後に刷三
日調避あt怖虫

"ィ
|、 ス
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表-4 SI-02出 土遺物
出   土   地

種  別 部  位
猛 t tcm) 又 標 開 蟹

備    考
器高 口径 ほ径 困   由 外   白

I-02 煙道 土師器 預 オ部 01 ,」毛目 十何町
'きベラケズリ

lm以下の石英粒を含む。

SI-02 煙道 土師器 額 椰 クロ調整 ロタロ調整

SI-02 煙道 土師器 讚 本部～底部 7 ロクロ調整 ヘラケズリ 1～ ZШの41央種・刊`有屈を参
く合んでいる。

SI-02 床面 須恵器 口縁～底H 8 Fク ロ調整 Fタ ロ調整
部 回悪ヘラ切り後ヘラケス
調整。l�程の小石粒。白と

"合
お

-02 十行ЩJき 甲
一

I-02 土師器 藝 本部 一
“
ロクロ調整

十何町Jご僚
ロクロ調幕

l mm以下の石英粒を多く合誂 1/3

SI-02 土師器 雲 本部 ]転刷毛目
蟹

リ

調
ズ

lm以 卜の右央肛を多く営tFe
3m経の石英粒も考干合む。

1/4
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表-5 SD出 土遺物
出   土   地

種  別 部  位
又 標 調 蟹

備     考 鱗
円   由 外   薗

SD-02 須恵器 舅口縁～底翫 クロ調整 クロ調整
ラケズリ I～ 2 mEの た
川、石対
"全
卜_ 1/3

4 Sけ -OZ

SD-03 蜘 コ縁～ほ母 Fタ ロ調蟹 農部 回転ヘラ切 )

3D-03 土師器 蜜口縁～体苛 0 ヨ転刷毛目
ロクロ調整
叩き

中間にЩJき調整か涎されている

'標
減している。 1～ 2mの石
廷粒を多く合h     ′

1/4

3D-04 蘇攀砒繰彊I区部 14( クロ調整 クロ調整 はく避している

表-6 SK出 土遺物
土

番
出   土   地

種  別 部  位
法  量 (ct 又 標 開 蟹

備    考 餅器高 口径 内   面 外   薗
SK-02 と帥器 墾十体部～底|

SK-08 と師器 日縁一底苗 0 ロク,調整
ロクF調整
ヘラケズリ

部ヘラ
白担 夢ちギふに合,t_ 1/4



出   土   地
種  別 部  位

文 糠 調 整
備 考 鱗

ξ号 内   面 外   面

〕号炉 上帥器 コ縁～ タロ調箪 タロ調整

3号炉 土師器 蟄口縁一体剖 0 Fタ ロ調整 ロクロ調整
1～ 2 mmの 石天柾,小石穫を宅

土 地
種  別 部  位

法  量 tcm) 文 様 調 整
備 考

地 区 ― 層位 器高 日径 底径 器厚 内   面 外   面
A-3 4層上顧 頁忘器 獲 口縁～体司 0 ロクロ調整 ロクロ調整 1/4

A-5 5層上顧 と師器 雲 口縁～体司 0 i」毛目 1/4

A-9 5層上顧土師器 甍 口縁一体割 01 ,タ ロ調整 ロクロ調整
1～ 31mの石兵租,小石柾をて
,t^

A-9 5層上顧土師器 襲 口縁～体司 口縁部刷毛目 アクロ調整
1～ 2mの石乗種,日色種をg
む。

1/4

A-10 5層上顧 顧 鋤 口縁～底ヨ 6 0 Fタ ロ調整 巨部回転ヘラ切リ

A-10 5層上 口縁～底召 01 ロクロ調整 ロクロ調整 8回転ヘラ切
'

A-10 5層上顧 員恵器 芥 口縁～底ヨ 7 Oμ ロクロ調整
“
クロ調整

巨部 回覇ヘラ切 )15Ш¢
卜石粒,lm程の白色粒を含と



表-9 Aラ イン出土遺物
出 土 地

種  別 部  位
法  量 (ct, 又 標 開 蟹

備 考
地 区 一 層位 器高 面 外   白

A-10       5層 上顧 員恵器 甍I体部一区日 ヘラナデ 平
A-8 5層Ⅲ 貫忘器 第 口縁～底司 Rタ ロ開蟹 磯部 回転ヘラ切リ V〔

A-12 員恵器 棗体部 司心円文 平行叩き 1た

表-10 Bラ イン出土遺物
と奉
肇ち

出   土   地
種  】1 部  位

法  量 (ca) 文 標 調 整
備 考

器高 口径 ほ後 希厚 門   回 外   回

B-14 賓恵器 芥|口縁～底凱 4 0 ロタロ調整 ロタロ調整 灘部ヘラケズヅ V3
B-8 5層上面 須恵器 口縁～底� 6 ロクロ調整 ,タ ロ調整 と都ヘラケズリ V3
-2     深編 トレンチ ヨ寵茂 ミガキ 平行沈線支 撚系攻 l mm以下の石葵粒を多く含よ

＼＼

|:驚:イ遷,麹Ⅲ諺

６４
表一u cラ イン出土遺物

土 地
種  別 部  位

法  量 Ccm) 文 標 調 整
備 考

器高 内  面 外   面

C-3 灰原上 L師器 祠 磯部 7 0
黒8処理
ミガキ

,タ ロ調整 主部 回転糸切,
-3 灰原上 買恵器 口縁 ロクロ謁移 Fク ロ調整

頁恵器 菱I体部
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表． ‐ Cラ イン出土遺物
巴   ■   抑

種  別 部  位
法 文 標 調 整

備 考
器高 口径 ほ径 器厚 内   面 外   面

C-7 灰原中 土師器 蜜 卜部～底ヨ 0 ヘラケズリ 1～ 2血の石英粒, 1～ 31m¢
卜石粒を多く合む

^

C-7 灰原中 土師器 甕体部 平行叩き後ナデ

C-5 灰原下 頁恵器 杯 口縁～底樹 7 0 ロクロ調整 ロクロ調整
部 ヘラ切り 1～ 21uのた
位,小石粒を合む。

θ-15      灰層上騒 と師器 口縁 ロクロ調整

ι-15      灰層L顧 と師器 ム刷七日 ロクロ調整 印
=C-3 灰層中 器 ロクロ調整

C-5 灰層中 上師器 壺部 黒8処理
ヘラミガキ

ロクロ調整 ナデ 煮部 回転ヘラ切り後ヘラ調整 1た
-5,6・ 7    灰層 員患器 11 0 司心円文 ラヽナデ 平行印声 1/4

-5・ 6・ 7    灰層 頁恵器 本部
1
ナデ

「 行
ΠFき

Z -17 ベルト 1層 土師器 本部～底音 0 ナデ ヘラケズリ
1～ 3 mmの 石天粒, 1～ 211mの
1ヽ石約
"会
オは 1/4



表-13 Cラ イン出土遺物
土

番
呂   土   地

種  】1 部  也 又 様 調 整
備    考

周   血 外   面

D-14 2層上面 L師器 口縁～底部 13 6 ,ク ロ調整 ロクロ調整
議部ヘラ切
' 1～

2 alIBの石タ
立,小石粒を合む。

76 2層 頁恵器 雪 本部 ロクロ調整
十何叫Jき

ロクロ調
1/4

-15 2層 土師器 蟄 本部～底部 9 ナデ 、ラケズツ
t碁監Tり

狛央秘,句 れ`卍 Z多

-16 2層 コ縁～ほ舌 クロ調整

ツ層 コ護潔 0 扁1毛 目

ツ層 と酌器 コ縁

と帥器 臣部 0 郎回転ヘラ切 ) 1殉

冴 本部～ ヘラ切 )
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表-14 Cラ イン出土遺物
出   土   地

種  別 部  位
伝 支 様 調 整

備     考
器島 外   面

C-14 4a層 土師器 邪 ほ部 8 0 黒色処理 ミガキ ヘラケズリ 匿部ヘラ切リ ミガキはあるカ
蜀成してよくわからない。

C-16 4層上顧 頁恵器 雰 口縁～底司 0 ロタロ調整 Fク ロ調整
騒部切り離し俊手荷ちヘラケノ

リ ユ～2 mmの 石英粒,小石る
″会子f_

C-16 4層 巨部 台付区∬

C-17 4層 土師器 雲 日縁～底ヨ 183 0 碑クロ調整
ロクロ調蟹
ヘラケズリ

2m以下の石英粒を多く含転

¬縁～展ヨ V

-17 4層中 土師器 覆 口縁 0 クロ調整 ナデ
ロタロ詞堅
ヘラケズリ

1～ 2 1nmの石乗紅,自色札
雪粒を合む。

ε-5 5層上面 須恵器 Я コ縁～底凱 0 ロクロ調整 ロクロ調整
氏郡 口継ヘフ17」 ツ  1～ Z Iu
心石主対 月、石対彦全す●

-10 5層上面 土師器 雰 口縁～底訂 0 ロクロ調整 ロタロ調整
貴部 ベラ切り lШ以 卜のた
生対 1～ S mmの ホ肩対歩合tf

口縁



表-15 Cラ イン出土遺物
出   土   地

種  別 部  位
量 (cm) 文 標 調 望

備    考地 区 ― 層位 器高 器厚 内   面 外   面
92 ι-12 5層 熊 端 口縁 1 ナデ 1/4

C-13 5層中 土師器 タ 口縁～底樹 61 01 ヘラミガキ 横ナデ
ほ部ヘラケズリ調整 211以下
の小石粒。白色粒を含む。

-13 中

上

層

層

５

炭 察恵器 蓋 0 ロクロ調整 ロクロ調整 1～ 6 mmの小石粒を含む。
-16 6層上騒 i恵器 雰 14 ロクロ調整 ロクロ調整 磯部倒転ヘラケズリ

-16 6層 土師器 覆 氏部 01 ロクロ調整 Fク ロ調整
1～ 21gの石英粒,小石粒をぞ

表-16 Dラ イン出土遺物
出   土    地

種  別 部  位
濱  量 (cm) 文 様 調 整

備    考地 区 ― 層位 器高 口笹 ほ径 器厚 門   画 外   面

D-5 灰原上 頁恵器 努口縁～底ヨ 7 0 ロクロ調整 ロクロ調整
氏部回転糸切り 焼きひずみ互
ため口径,器高に誤差あり。 1
～3 mmの 小石粒を含む。

D-3 灰原ヰ 土師器 姿 口縁～体ヨ ロクロ調整 ロクロ調整
:ょ抱督3「

英粒,小石粒を差

D-4 灰原下須恵器 身日縁～底ヨ 7 0 ロタロ調整 ロクロ調整 眠部回転ヘラ切り。既きひすら
らり。わらの焼け跡がある。

D-8 4層 須恵器 雰 口縁～底専 6 0 ロクロ調整 ロクロ調整
孟部回転糸切り。焼成良好。扉
と密。

D-5 5層上面須恵器 雰口縁～底ヨ 6 0 ロクロ調整 ロクロ調整
3評ぶ暑超を含と

'2 Dttの

石天
5層 L百-6 霜薫器 ヨ綴 0 クロ調整 ξ英粒を含む。
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表-17 Dラ イン出土遺物

種  別 部  位
法  量 (cal, 又   様 蟹

備 考
器局 口径 区径 器厚 円   向 回

103 D-5 5層上巨 土師器 雲 椰 9 0 ヘラケズリ と体にケスツかめるか,丹調里
ドわからない。 1/4

D-2 貝層上 須恵器 預 よ割 一

“ 写海波文 ヘラケズリ
1/4

日
日

‐―

矧

表-18 Eラ イン出土遺物
上

番

土 地
種  別 部  位

法 文 様 調 整
備 考 麟

器高 底径 内   面 外   面

E-3 灰原↓ 頁忘器 発体部
1
ナデ 平行口「き

E-3 灰層中 7 0 巨部回転ヘラ切り 1/3

E-15 4b層 口緻～底矧 ロク 氏部回転ヘラ切り 1/3

108 4       5層上商土帥器 口骸 ロクロ謁望
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表-19 Eラ イン出土遺物
tH   土   地

種  別 部  位 備    考
口径 蜃径

E-4 5層上輌 土師器 雲 日縁～底者 6 0 則毛目 ヘラケズリ 叩き 興部に
Wドきか死されているか,

らまり巳く母,たぃ̂ 1/4

E-4 5層上層 土師器 蜜口縁～底糊 38を 0
則毛目底部近くl■l
トデ

ヘラケズ
'

硼 から氏部に火か付看 焼ぞ
歩ずながある.

1/4

表-20 Fラ イン出土遺物

種  別 部  位
猛  重 tcm′ 文 標 調 整

備    考 鱗
器高 口径 ほ径 肉   面 外   面

F-2・ 3 灰層十 旅な+果理 椰 ～廟 5
手持ヘラケズリ
ナデ

万,平行沈線え ボタンaFl
占付文が施されている。 l IEl
Fの石薬対 小石締″合|!^

柳 ∬
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表-21 地区不明,表採遺物
土 地

種  】1 部  位
伝  重 tcm' 文 標 調 整

備 考
器局 口径 底径 器厚 内   面 外   面

部
『

1 V3

表) 瓦 ナデ

冴

口縁 0 クロ調整

口縁～底乱 0 いクロ調整 1部ヘラ切り

不RJl 表〕 察恵器 雰 口縁～底日 81 0 Fク ロ調整 ロクロ調整 緊麗鍵蓼Υそ
不明 表〕 員恵器 要 い部 ナデ用↓毛目 平行「Fき

不明 期 員恵器 甕 本部 ナデ 平行即き 1/4

不FJl 表塀 須恵器 雲 本部
一

“ ナデ 平行叩き

不明 表採 須恵器 要 螂 ナデ 各子日状「Fき 1/4

下明 表採 亀文土器 口縁 1
眈付による娑
純簿文・縄技

1～ 2mの小石粒を含む

不明 表採 亀文土器 体部 1 ミガキ LR縄文
聴 を含L・, ツ画程のね央肛 °

氏万対ラ全lt

不明 表〕 亀文土器 体部 ナデ
RL縄文行状による
附+睛付 lШ程の石英粒・小石粒を含t

ヽ明 口縁～区召 回転ヘラ切り
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表-22 その他の地区出土遺物
出   土   地

種  別 部  位
法 (ca) 文 様 調 整

備    考
器局 口径 内   面 外   面

DE-13・ 14     J 認 質蝿 クロ調箪 臣部 回猛糸切り
BC-2・ 3 01 海渡支 PI・面に自然油が付着している

DEW弓 」
貴圏I面 頁恵器 雰 コ縁～底割 6‖ 01 ロクロ調整 Fク ロ調整 区部回転ヘラ切 )後手持ちヘラ

ケズリ 1/3

BCD-10     5層 上輌須恵器 邦 口縁～底笥 7 0 ロクロ調整 ロクF調整
臣部切り離し後手持ちヘラケズ
リ

DE-2・ 3・ 4     う督そ員悪器 冴 日縁～底罰 8 0 Fク ロ調整 ロクロ調整
氏部 回転ヘラ切 り 01～ 1
lm理の′卜石対台薇対

"全
〕f 1/3

盛◎
・３‐
廻

137

表-23 土製品
曙

暖 出土地 一 層 位 種  別 歳大長

(cm)

最大幅

(cm)

取天厚

(n)
唯
⑪

文 様 調 整
備    考

問   面 外   面
不明 表採 土錘 4 指ナデ hふ rムス

132 下切 表う 土製支脚 6 付国は棒状のもので阪いたのカ

士上げは滑らかである
下明 第 1層 土鍾 2 ど竪瑠歳毛3F色粒1戯下¢
づ-13 1 土観 0 ナデ 邸かやや脹らんでいる

F-2・ 3 灰原十 土鍾 5
指ナデ後縄の様なも
ので巻き付け模様迄
施してある

付面は樺状のものを引き抜いた
9か滑らかである

F-3 灰層1 吹子の羽日 8 ナデ 1響愁F錦磯蘊黒縫そ
ている

F-5 2層上顧 土製支脚 ナデ調整 指の跡ガ
残ぅてぃる l mm以下の石英粒を合む
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表-24 土製品

表-25

固Ⅷ
142

へ
脚
Ｖ

144

田
Ｎ
Ｖ
９

丞 146

出土地―層 位 種  別 反天長

(ct)

取天悟

(cal)

厚

＞

大

伽

最

く
雖
⑪

文 様 調 整
備    考 籠仄

内   面 外   面

138 A-8   で置上善
ンチ東畳土製支脚 4

139 E-4 5層上顧 土製支脚 准なナデ

D-16 黒色土 土製支脚 (55) 7 畦なナデ
内面幅俸状のような物を引きg
いたようだ

一

血 出土地 ― 層 位 種  ガ」 最大長(cI 最大幅(d 石   質 勇存状態 偏    考

健部拡張部 表う 防錘車 5 1 宅形品 鉢 にミガキがかけてある

142 -16 表冴 夢製石斧 3( 2 チャート

D-5・ 6 表採 石 核 8+ 1/3

144 明 表採 石 核 4 2 1 黒曜石

明 豪努 不定形石器 6 l 斤れ面に加工してある

146 ―■ 2層 砥 石 51 3 毛形品 V3
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表-26 石製品
血 出土地 一 層 位 種  冴1 最大長(cm R大幅(cm】 石   質 勇存状態 備 考 翻く

C-16 不定形石器 7 1
片面加工,表は自然面,刃部ti
不明聴 二次加工のある剣片

148 C-17 日 鏃 01 を形品 1/2

C―14 蜃製石斧 8 1 毛形品 毎覇穏筆蛎捷翌aF跡を残i
150 C-16 下弼 2 七形品 端部に4 mmの孔あり 1/3

C-16 5鏃 (平基有茎鏃) 1 0 毛形品

152 B-8 5層上顧 スクレイパー 1 ャート質 打面一部二次加工してある
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表-29 SI-02, SK・ A区出土遺物

器  種 部  位
法  量 (ct, 又  標   調

備    考
器高 底径 器厚 円   向 外

SI-02 埋1 翌塩土器 日縁～底剖 18 青ナデ 悟ナデ D｀一定でない。焼成はもろく底
邪中央部がとくらんでいる

158 SK-02 製塩土器 口縁～底ヨ l 指ナデ 指ナデ
旨ナデが�くFS土凝の重ね日オ

完っている。5mm以下の大粒¢
qk全 ,f_

V4

旧ナテ 膚ナテ 含む

2-2 製塩土器 コ縁～底ヨ 16( ミガキ風ナデ 指ナデ は目が残っている。口縁は刷モ
輛 蓬の珠力輪 ぅている̂

1/3
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表-30 1号製塩炉出土遺物
と器 出   土   地

種  別 部  位
法  量 (cm) 文 様 調 整

備    考寄 地 区 ― 層 位 器高 口径 底径 器厚 内  面 外   面
[号製塩炉 製塩土器 質部 0 Ⅱ2b

162 1号製塩炉 製塩土器 底部 ナデ ナデ

1号製塩炉 醍塩土器 ほ部 0 ナデ ナデ Ⅲ4b
1号製塩炉 製塩土器 底部 ナデ 皿3b

可

‐６

■碇
エ

日
――
逃

〔帥
“
一・一“

ｆ
一
齢
ｉ

表-31 2号製塩炉出土遺物
出   土    地

種  別 部  位 備    考器高 器厚 内  面  1 外  面
2号製塩炉      B埋 1 壁壇土器 ナデ       |ナ デ 14
号製堀′      B埋 」 土器 0 デ       |ナ デ 1/F

2号製塩炉      B埋 J 製塩土器 日縁 横ナデ ナデ

号裂塊′      ど埋」 壁堀土器 巨部 1々

169 2号製塩炉      B埋」 製塩土器 底部 ナデ

2号製塩炉 B埋」 壁塩土器 底部 ナデ ナデ Ш3b
2号裂塩炉 底部 密ナデ 4

2号製塩炉       埋土 謎塩土器 底部 ナデ ナデ

173 2号製塩炉     2層上騒 離塩土器 口縁 ナデ
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表-32 3号製塩炉出土遺物

日

日

�

出   土    地
種  別 部  位 X標 両 蟹

備    考
円   向 外   由

3号製堀″ 理ユ 醍塩土器 0 ナテ

3号裂堀炉 埋」 醍堀土器 ナデ ユ

3 醍壇土器 匿部

3号製塩炉 壁塩土器 巨部 ナデ Ⅲ l

3号製塩炉 醍塩土器 氏部 ナデ ナデ

3号製塩炉 壁塩土器 口縁 ナデ 1la

3号製塩炉

[8 3号裂堀伊 床歯 製堀土器

出   土    地
種  別 部  位

法  量 (em) 文 様 調 整
備    考

地 区 ― 層 位 器高 口径 底径 器厚 肉   面 外   面
埋士 製塩土器 郡 衡ナデ Ⅱ3b

184 理土 盛堰土器 |ほ部 0 責ナ,
4号製塩伊 窪土 0 黄ナデ

4号製塩炉 埋圭 製塩土器 孟部
)6～

0
費ナデ 皿2b

4号興埠炉 鰹■ 製塩土器 貴部 ,ナデ Ш3b
埋 醍塩土器 発部 0 ナデ 皿3b
埋」 壁塩土器 01 ナデ

4号製規炉 埋」 醍堀土器 01 告ナデ
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表-34 4号 。6号製塩炉
齢
弱

出   土   地
種  別 部  位 備    考

4号製塩炉       埋土製塩土器 口縁
0
驚ナデ

4号製塩炉       埋土 製塩土器 日縁
ヽ

“ 貨ナデ Ⅱ2b

号型短炉 埋土 理塩土器 ヨ縁 ナデ 1/3

4号製塩炉       埋土 製塩土器 口縁 ヽ
償 ナデ 13b

4号製塩炉       埋土 製塩土器 日縁 3～

0` H2b

4号製塩夕       埋■ !堀土器
`部

ナア

197 4 埋土 土器 本部

4 臣部 0 ナデ

土 罰 隅ナデ 1/3

ヨ猪凄 0 欝ナデ

Ｎ
日
Ｈ
出
日
日
Ｈ
咽

表-35 Dラ イン製塩土器

種  別 部  位 又 標 調 整
備    考 嵌

器高 口径 底径 内   面 外   面

D-5 5層上百 醍塩土器 体部 ナデ
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表-36 製塩土器  I類 lb
と器 |

出   土   地
種  別 部  位 備    考

― 層 位 器島 ほ径 器好 円   薗 外

震採 世塩土器 日縁 ナデ 刷毛目 ナデ

採 醍堀土器

醍塩土器 口縁

C-2 灰原1 製塩土器 口縁 ナデ ナデ

醍塩土器 口縁

C-6 灰原」 製塩土器 口縁
4～

ナデ 1ん

208 C-6 灰原」 製塩土器 口縁
6～

0〔
1/3

ナデ

C-6 灰原1 堅塩土器 日縁
,6～
0〔

1( ヘラナデ ナデ

-6 灰原」 製塩土器 日縁
5～

0(
ナデ ナデ

J ナデ ナデ

灰原 竪埠 0 ナデ ナデ

0 ナデ ナデ

)-5 灰原上 製塩土器 口縁
,4～
0
ナデ ナデ

灰 J 1 ナデ ナデ

218 3 灰原中 製塩土器 口縁
３．
住 ナデ

灰-6
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表-37 製塩土器  I類 lb

種  ,1 部  位 伝  重 (cm, 文  様   調
備

器高 底径 肉   面 外

陛堀土器 口縁 ナデ

と器 ナデ

0

-6 憲土

C-4 灰原可 醍塩土器 口縁 9

塩土器 口 0

A-8       灰層上百 塩土器
A-8       灰層上顧 席土器 0

2昴 A-8 灰層上百 謎塩土器 日縁 ナデ

A-8       灰層上顧 謎塩土器 日縁
0

謎塩土器 0 ナデ Vt
DE-10'■      灰層中 |製塩土器 口緻 0

232 -10 1 憲土器 回縁

A-8       2層 上題 醍塩土器 口縁 ナデ

234 C-2       2層 上騒 謎塩土器 口縁 ヽ

償 ナデ 1ん

C-3       2層 上顧 謎塩土器 日縁 07
ナデ

236 C-3       2層 上顧 謎塩土器 日縁 一

儀 ナデ

-6       2層 上面 製塩土器 日縁 ナデ

-6       2層 上面 製塩土器 日縁
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I類 lb表-38 製塩土器
齢
鶉

出   土   地
種  別 部  位

法 又 檬 調 蟹
備    考 麟

器高 向

239 -6      2 土器 コ発表 ナテ

)-9       2層 上巨 製塩土器 口縁 ナデ

)-9       2層 上巨 製塩土器 口縁
７．
“

一ア

コ縁 0 ナデ ナデ 一硝

243 ひ-10 2層上E 製塩土器 口縁
0
刷毛目

244 )-10       2層上E 製塩土器 口縁 刷毛日 ナデ

245 D-10       2層 J !埠土器 ヨ蕉殿 毛 日 ナデ

246 A～ C8～ 10    5層上雇 製塩土器 口縁 3～

0イ
ナデ ナデ

247 A～ C8～ 10    5層上顧 製塩土器 日縁 6～

0〔
ナデ ナデ 1/3
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表-39 製塩土器 I類3b

儀

土 地
種  別 部  位

法  量 (cI 文 様 調 整
傭 考

器高 口径 内 面 面

溌採 興塩土器 日縁
7～

1
ナデ ナデ

罠採 醍堀土器 ナデ

罠採 製塩土器 日縁
1

ナデ ナデ

罠撚 群塩土希 ナデ

253 -6        灰原1 興塩土器 口縁 0'
ナデ ナデ

D-2        灰原上 謎塩土器 口縁 ナデ

D-3        灰原上 製塩土器 日縁
1
貨ナデ

D-5        灰原上 製塩土器 日縁
0
ナデ

D-9,10       灰原 製塩土器 日縁
1
ナデ ナデ

D-9,10      灰原 製塩土器 日縁 ナデ

-9 ナテ

FU七 日 ナデ

A-8       灰層上面 製塩土器 口縁 ナデ
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表-40 I類 3b

隅
日
――
日
日

劉

２７．

一 ＝

２７３

土 地
種  別 部  位

云  重 (ca 文 様 調 整
傭 考

地 区 ― 層 位 器高 騒径 器厚 肉   由 外   向

C-6       灰層上顧 壁塩土器 口縁 ナデ ナデ

DE-10。 ■     灰層畔 醍堀土器 01 ナデ ナデ

DE-10・ ■     灰層叶 壁塩土器 口縁
一
償 ナデ ナデ

C-4 1層上層 製塩土器 口縁 ナデ ナデ

A-8       2層 上置 壁塩土器 口縁
7～

0
アズリ

-6       ツ層上直 疑塩土器 口縁 ナデ

C-6 2層上E 製塩土器 日縁 ナデ

269 C-6       2層 上面 製塩土器 口縁 ナデ

0 2層「 積 赳爺+器 コれ設 0 ナデ 1/F

表-41 製塩土器  I頬 2b
器

号

H 土 鬼
種  別 割  位

伝  量 (cm, 文 様 調 整
備 考

地 区 ― 層 位 器局 口笹 底径 器厚 内   面 外   面
D-5 灰原上 興塩土器 ヨ縁 ナデ

D-9,10       灰原 製塩土器 日縁 ナデ

D-9。 10      灰源 職塩土器 ヨ縁

灰原中ε-4 製塩土器 口縁 8
一
償 ナデ
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刺
口
脚

１
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∩

Ｈ

Щ

齢
鶴

種  別 部  位
法  量 (cm, 文 標 調 整

備    考
器属 医径 器厚 肉   白 外   向

口綴 0 ナデ 1/

DE-10,■      灰層叶 醍塩土器 日縁 ナデ ヘラナデ

DE-10,■      灰層帯 製塩土器 口縁 ナデ ナデ

DE-10,■      灰層叶 襲塩土器 口縁 08
ナデ ナデ

2狗 DE-10・ ■     k層畔 製塩土器 口縁 ナデ

SK-04 理」 ナデ

表-43 製塩土器  I類 3a, Ittl a
出   土   地

種  別 部  位
歯  量 tcm) 文 様 調 整

備    考
位地 区 ― 層 器高 日径 底径 器厚 内   面 外   面

C-6 2層上層 製塩土器 口縁 11 ナデ

D-10 1層上騒 製塩土器 日縁 11 ナデ

283 D-5 5層上面 製塩土器 口縁 策ナデ ナデ

表-44 製塩土器 H類 3b
出   土   地

種  別 部  位 備     考
尊号 器 局 外   面

D-9 2層上面 製塩土器 口縁
一

償 ナデ

D-10     落ち込み埋土製塩土器 口縁
ヽ
０ ナデ

コ蕉表 ナデ



代
―Ｉ
Ｈ
ＩＩ
‐―
＝
‐―
側

ヽ
い
Ｈ
日
Ｈ
ＩＩ
Ｈ
Ｈ
り
２８

∩

押

Ｖ

‐―

‐―

赳

〔
日
日
口
旧
日
日
ヮ

　
２９‐

ヽ

――

＝

――

打

＝

Ｈ

Π

＝

日

２８

‖ 292

Ａ
日
周
鳴

麟 呵
299

代
＝
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
＝
日
口

卜

＝

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

Ｉ‐

”

９７

表-46 製塩土器 H類 lb

表-45 製塩土器 H類 2b

種  別 部  位 備    考 宿尺
器高 底径 器厚 円   白 外   向

D-5 灰原上 製塩土器 口縁
0
ナデ ナデ

D-5 灰原上 製塩上器 口縁
10～

0
ナデ

DE-10。 ■     灰層中 興塩土器 01 ナデ ナデ

290 -3 2層上歯 !塩土器

!塩土器 01 ナデ ナデ

SK-04 埋」

薪
皇
●

出   土   地
種  別 部  位

法  量 kcmヶ 文 様 調 整
備    考

地 区 一 層 位 日径 底径 器厚 円   回 外   面

見採 製塩土器 日縁 ナデ 刷毛目

-6 灰原中 製塩土器 口縁 ナデ ナデ

A-8 灰層上面 製塩土器 日縁 ナデ ナデ

′鵠 塩土器 01 ナデ

A-9 1層上顧 醍塩土器 口縁 ナデ ナデ

298 A-9 1層上顧 製塩土器 口縁
)3～
0〔
ナデ ナデ

SK-02



則
３０２
劇
れ

劇

３０３

lξ

=ェ
1=ri■■.Fli l

表-47 1類 lb
器

号

と

き

出 土 地
種  別 部  位

法  量 (cm) 文 様 調 整
備

地 区 ― 層 位 器高 日径 底径 器厚 内   面 外   面
表採 謎塩土器 氏部 l ナデ

C-3 灰原上 製塩土器 氏部 ナデ

A-8 灰層上面 縦塩土器 氏部 1 ナデ

DE-10,■     灰層中 製塩土器 臣部 0 ナデ

D―■ 5層上騒 製塩土器 磁部 17 0 ナデ ナデ

』         307

正三正三二と:よ 306

ギ:1:|・

生

３０９

ふ

注華奪摯 正型 m

間凪部【一３‐５　呻

込
３‐３

土 地
種  別 部  位

法  量 (cm) 文 様 調 整
備 考

地 区 ― 層 位 一］同
器 医径 内   面 外   面

灰原上-6 裂塩土器 氏部 l 毛目

-6 襲塩土器 氏部 0 ナデ

上 !塩土器 臣部 0 ナデ

裂塩土器 臣部 0

灰原ヰ-6 製塩土器 0 ナデ

灰層中-6 製塩土器 氏部 ナデ

DE-10・ ■     灰層中 製塩土器 氏部 04 ミガキ風ナデ ナデ

1層上騒D―■ 製塩土器 氏部 4 ナデ

2層上騒-8 製塩土器 氏部 0 ナデ

1上直2〕-11 土器 五部 0 ナデ

2層上芭)一H 製塩土器 霊部 0

D-10       5層 上E 製塩土器 0 ナデ ナデ
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表-49 1類 3a3b
土 地

種  別 部  位
法  量 (em) 文 様 調 整

備 考

地 区 ― 層 位 器高 口径 底径 器厚 内   面 外   面

D-9'10       灰万 壁塩土器 底部 0 ナデ

C-2 灰原上 製塩土器 鰤 ナデ

C-6 灰原上 製塩土器 ミ部 ナデ

-6 医尿「F 製塩土器 表部 ナデ 17

C-6 灰原中 製塩土器 主部 0 ナデ

C-6 火原耳 謎塩土器 氏部 0 ナデ

D-11 2層上顧 謎塩土器 磁部 ナデ

D-5 5層上騒 醍塩土器 氏部 0 ナデ きナデ

-5 5層上顧 l驚土器 藍部 ナデ

緞|
:学|イ

１

３２９

』 1導 迅
330

1奪ポ
‐>     | 劇

1愚1雲至ヨ持曇ま   1          凸
328

333

表-50 1類 4a4b

種  別 部  位 備 考
口径 内   面 外   面

326 C-4 2層上百 醍塩土器 氏部
一

“ 貨ナデ

塩土器 臣部 0 ナデ

!埠土器 巨部 01 ナデ ナデ

329 C-3 灰原土 襲塩土器 底部
7～

1

塩土器 0 ナデ

愁嬬■器 巨部 0 ナデ ナデ

0 ナデ

/:



川
336

述
338

述
342

と書と趙 |』

335

F)
337

i絲臨 1 型 3m修警鞠 1匹」 3中

杵
輩
ｎ
３４４

逃
341

劉
347

→ュ::等華難

表-51 1類 4b
土著
番竜

出 地
種  別 部  位

法 (cI
備

器高 口径 内 面

上器 匿部 ナデ 1/t

D-5        灰反上 製塩土器 部 0

ABC         灰層 製塩上器 蛋部 い
“
ナデ

DE-10 灰層中 土器 孟部 0 ナデ Vt
DE-10 灰層中 赳塩土器 霊部 0

DE-10 灰 慰策十器
=部

オテ V〔

DE-10,■     灰層| 製塩土器 主部 ,4～
0
ミガキ風ナデ

D-5       5層 上置 製塩土器 ミ部 ヽ
債 ナデ 黄ナデ

D-10       5層 上巨 製塩土器 罠部 ナデ 黄ナデ

υ-10       5層 上筐 叫堀土器 主部 0 ナデ

υ-10       5層 上歯 製堀土器 罠部 0 ナデ ナデ

D-10         5摺 製堀土器 罠部 0 ナデ

SK-04       埋士 二部 ナデ

表採 製塩土器 郵
)6～

0( 横
ナデ

琵採 醍塩土器 発部 ナデ

ナデ
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表-52 1類 5b,H類 la
二

番 種  別 部  位
法  量 (er 文 様 調 整

備 考
地 区 ― 層 位 器高 内   面 外   面

A-2 2層 製塩土器 酬 ナデ

1土器 臣部 1 ナデ

見採 製塩土器 螂 ナデ ナデ

354 昆採 醍堀土器 氏部 ユ ナデ

塩土器 魔部

-6 灰原上 興塩土器 医部
l～

1
ナデ ナデ 指圧反

357 醍堀土器 【部 側毛日

-9'10      灰惨 離塩土器 風部 1]

A-8       灰層上顧 翌塩土器 底部 ナデ ナデ

A-8       灰層上顧 謎塩土器 底部 ナデ 刷毛目 1た

A-8       灰層上顧 醍塩土器 底部 ナデ 1れ

臣部

DE-10・ 11,64



日
日
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す  〔1!:1372

鵡  】 374 込夢単手
375

土 地
種  別 部  位

法  量 (cm) 文 標 調 整
傭 考

地 区 ― 層 位 番高 口径 ほ径 器厚 面 外 面

A-8       2層 上顧 理塩土器 底部 10～
11
ナデ

C-4       2層 上E 誕塩土器 底部 12～
1
黄ナデ

368 SK-09 謎塩土器 臣部 01 ナデ

表-54 H類 lb

種  別 部  位
法 標 詞 望

備 考
器属 β 向 外 白

表採 赳塩土器 ほ部 ナデ 刷毛目 ナデ

表採 製塩土器 底部
9～

14
ナデ

表採 挫塩土器 底部
12～
ナデ

3陀 C-6        灰原上 灘塩土器 底部 ナデ ナデ

373 -6        火原■ 出塩土器 巨部 一珀
-6        火原■ 土器 1/R

375 -6        灰原上 灘塩土器 磁部 ;↓毛日 ナデ

3鴇 -6 灰原上 製塩土器 氏部
1

-6 監部 1 1/〔

製堀土器 監部

B-8         灰源製塩土器 ミ部 横ナデ

380 A-8 器 よ部 ナデ
1

A-3       灰層上置 製塩土器 三部 10～
ナデ 刷毛目 1/3
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表-55

述
３９０

述

３９

H類

387

lb

表-57 H類  2b

角

∩

Ｈ

日

出

３８９

且

３９．

育触 :

器

号

土 地
種  別 部  位

法 文 様 調 整
傭 考

地 区 ― 層 位 器高 口径 騒経 内  面 外   面

A-8       灰層上面 製塩土器 主部 0 ナデ

388 A-8 灰層上画 製塩土器 氏部 ナデ

DE-10'■     灰層中 溢塩土器 臣部 ナデ ナデ

DE-10'■     火層辟 醍塩土器 氏部 ナデ

386 C-4 l層上由 整塩土器 底部 ナデ ナデ

SK-03       埋よ 塩土器 底部 ナデ

SK-03        埋」 と塩針器 壼部 ナデ ナデ

表-56 H類  2a
緊 土 地

種  別 部  位
法  量 (cn) 文 標 詞 蟹

備 考
地 区 ― 層 位 器属 日径 底後 器厚 内  面 外   面

表採 壁塩土器 医部 11 ナデ

390 A-8 灰層よ 土器 主部 1 ナデ

-8 灰層上面 製塩土器 主部 ナデ 刷毛目 ナデ

灰層上面 製塩上器 垂部 ユ ナデ

避塩土器 臣部

器

号

土

番
出   土   地

種  別 部  位
法 文 様 調 整

備 考 縮大
地 区 ― 層 位 器高 日径 底径 器厚 内   面 外   面

見採 製塩土器 氏部
0～

1
ナデ

-6 灰原上 製塩土器 氏部 0 ナデ ナデ

灰原上-6 製塩土器 1底部 l
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表-58 H類  2b

種  別 部  位
底径

文 標 調 整
備    考

器厚 門   白 外   面
製堀土器 氏部 l

398 -6 灰原上製塩土器 員部
1
FJ毛 目 ナデ

撰塩土器 氏罰
`

,1毛 日 ナデ

製猛土器 よ部 1 ナデ

襲塩土器 罠部 0 ナデ

υ―H 2層上, 裂塩土器 霊部 0 ナデ

0 ナデ

述

４０
酌 週 06

ａ

４０７

412

表-59 II類

種  別 部  位 伝  重 (cm, 文 穣 調 整
備    考

器局 ほ径 内   面 外   面

髭採 喪塩土器 盛部 ナデ ナデ

見採 謎塩土器 磁部 ナデ ナデ

-3 灰原上 謎塩土器 巨部
4～

2ユ
ナデ

誕垣土器 臣部

υ-9・ 10      灰 1土器 臣部 1/〔

D-3 1層上騒 離塩土器 臣部 1/〔

SK-05 製塩上器 氏部 ナデ 費ナデ

8-8 2層上蔵 土器 五部 1刷毛日 1た

D-9 2 型塩土器 玉部 ナテ

9 2層上も 型策t器 1好J毛 目ナテ
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表-60 H類 3a

II類  3b

表-62 H類 4a

ｉ

４２‐

表． ６

麟

耐

Ц

‐ ‐

劇

４２４

が

４２３

ｎ

４２５

出   土    肥
種  別 部  位

法  量 (cm 又 標 調 整
備     考

器局 口径 底笹 器厚 円   回 面

D-9 2層上E 製塩土器 医部

2層上騒 裂塩土器 罠部 ξナデ

D-5 5層上面 製塩土器 氏部
1

ナデ

SK-03 製塩土器 餞部
1

横ナデ

見採 製塩土器 磁部
5～

1
黄ナデ ナデ

D-10 土V 製塩土器 底部 薇ナデ 費ナデ

出   土   地
笹  房1 部  位

法 支 様 調 整
備    考

器高 底径 内   面 外   白

C-6 灰原叶 謎塩土器 氏部 ナデ ナデ

A-8 灰層上顧 醍塩土器 底部 ナデ ナア

C-10 灰層帯 壁塩土器 底部 ナデ

呂   土   地
種  】1 部  位

伝   重 (ep 又 蘇 調 整
備     考

地 区 一 層 位 器局 口径 底笹 器厚 円   白 外   向

C-6 灰原上 製塩土器 主部 ナデ

424 D-9・ 10      灰原 製塩土器 主部 ナデ

D-9,10 土器 邑部 4 ナデ

D-9。 10      火塀 製塩土器 魔部 1 ナデ オデ

DE-10,■     灰層| 製塩土器 磯部 刷毛目



凸

４２９

五

盈

1串垂  1   込
“2

表-63 H類  4a
土 地

種  別 部  位 更 標 調 整
備

地 区 ― 層 位 ほ径 器厚 肉   面 外   面

DE-10,■      灰層牛 謎塩土器 氏部 4～
ナデ ナデ

SK-05 !塩土器 臣部

A-8 2層上E 誕塩上器 磯部 ナデ ナデ

A-8 2層上直 土器 麗部

D-10 土〃 離塩土器 臣部
1
ナデ 黄ナデ

と 轟    I      A433

口
込

４３５
迅

４３７

表-64 H類  4b

且

４３６

１

４３９

靴 昼
438

感群込如
米
者
，

土 地
種  別 部  位 (cm, 文 棟 調 整

備 考
ほ雀 器厚 内   面 外   面

-6 灰原上 製塩土器 底部 ナデ

-6 灰原よ 殷埠■器 則毛日 ナデ /

D-9・ 10      灰 ナデ 一紫

壁塩土器

ナデ ナデ 一禁

底部 1 ナデ 1/J

DE-10・ ■     灰層帯 製塩土器 底部 ヽ
け ナデ

A-9 1層上顧 醍塩土器 底部 ナデ ナデ

SK-03       埋J !綸 i器 ナデ
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表-65 H類

452

表-68 IIItt l a

ヽ |

週

４５３

土

番

出   土    犯
種  別 部  位

法 !(cm,
備     考

器局 氏径 器厚 外   面

蝙i器 臣部 1

B-8 灰原 製塩土器 底部
12ヽ
街ナデ ナデ

塩土器 巨部

C-4 2層上顧 襲塩土器 底部

C-4       2層 上顧 叫塩土器 底部 19
1
ナデ ナデ

A-2 製塩土器 霊部 横ナデ

SK-03 :部

土

番

出   土   地
種  別 部  位

伝 文 検 調 整
備    考

地 区 ― 層 位 器局 ほ径 器厚 円   向 外   面
DE-10・ ■     灰層ヰ 離塩土器 氏部 ナデ

SK-03 埋1 蝙七器 巨部

表-67 H類 6a
tL   土   犯

種  別 部  位
法  量 (cjn, 文 標 詞 蟹

備     考 脩仄
器属 口笹 底笹 肉   山 外   側

2

出   土   地
種  別 部  位

法 量 (cr) 文 様 調 整
備     考

地 区 ― 層 位 器厚 内   面 外   面
-6 灰原上 醍塩土器 発部 刊毛目 ナデ

灰原上-6 製塩土器 玉部 1 ナデ

駐埠土器 1医召∫ 20 1 ナデ ナデ
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表-69 Ⅲ類 la
出   土   地

種  別 部  位
法 又 標 調 整

備    考 麟器高 円   由 外   面
A-8 製堀土器 罠部 1/F

A-8 灰層卜耐 襲塩土器 I底部 一Ｍ
A― 灰ロト言 興塩土器 1区罰 ナデ 一幽

暖塩土器 部 ナデ

D-9       2層 上面 醍塩土器 業部
12 層!毛 目

SK-03 ナテ ナデ

Ｈ田四Ｈ日刑一４６２

辺
４６０

一尊

型
４６９表-70 コI類 lb

種  別 部  位
法 X標 調 整

備    考
器高 円   聞 外   白

火尿■ 醍堀土器 臣部

k泳■ 謎壇土器 臣部
土器 匿部 Vt
!塩土器 部 0 Vt

A-8 謎埠土器 0 ナデ 朋」毛目
灰層上悪-8

1 ナデ 用J毛目
灰層中-10 製塩土器 氏部

ヽ

住 ナデ

2層上面D-4 製塩土器 ミ部 ナデ

2層上匡υ-4 醍塩土器 至部 ナテ

!塩土器 部
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表-71 Ⅲ類 lb
出   土   地

種  別 部  位
法  量 (cal, 文 標 調 整

備    考
地 区 ― 層 位 器局 日径 内   面 外   面

E-4 5層上E 壁塩土器 玉部 )5～
09

D-10 5層上巨 興塩土器 孟部 0 積ナデ

4罷 3号炉 床下 製塩土器 玉部
)7～

0(

173 4号炉 輝十 慰蝙■器 部

とギヾキ綿 | 』
475

11狂三正三二〕
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栖 耳lFIユー
ⅡI類 2b表-72

出   土   地
種  別 部  位 備    考

器高 氏俺
| 内  面 1 外  面

-6 灰原上 醍塩土器 1底部 詑可 ナデ       |ナ デ
-6 灰原1 醍塩土器 1641
-6 一

|

477 -6 ２３

一

醍堀土器

氏部 オデ ナデ

火原■ 麦部
|

ナデ

火尿■ 醍堀土器 巨部 ナデ

醍塩土器 0

C-6 灰原け 陛塩土器 底部 ―ト
7～

1

醍堀土器 騒部
|

ナデ ナデ 一訥

E-8 灰痛 世塩土器 蜃部
一
“ ナデ 1/3

醍堀土器 監部 1401 ナデ ナデ

1層上顧A-9 醍塩土器 底部 ナデ ナデ 1/3
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出   土   地
種  別 部  位

(cI) 文 標 調 整
備 考

器高 口径 内   血 外   薗

487 製塩土需 1 ナデ

-6       2層 上歯 醍堀土器 1

-6 2層上 謎塩土綿 臨部

D-5       5層 上顧 溢塩土器 螂 険ナデ

E-4       5層 上顧 醍塩土器 氏部 ナデ

492 SX-03        埋士 謎塩土器 底部
6～
ナデ

^浄∵:
:J鎌輔

表-74 Ⅲ類 3a
出   土   地

種  別 部  位 備 考
内   面 外   面

D-10 1 裂塩土器 圭部 府デ      I刷 乖日
〕-9       2層上E 土器 風部

D-10       2層 上面 製塩土器 醐
1
缶ナデ 芽デ 1/3

A-2 2層 製塩土器 氏部
1
歯ナデ

逃

４９８

割
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奉二再|
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表-75 Ⅲ類 3b
出   土   地

種  別 部  位
広 又  標   調

備 考 蘇
器局 日径 底径 器厚 円   向 外

-2 灰原1 醍塩土器 風部
-6 灰原1 上器 1

醍塩 ナデ ナデ

C-6 灰原よ 壁塩土器 底部 ナデ ナデ

C―■ 灰
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表-76 Ⅲ類 3b

種  別 部  位
法  量 (cm, 文 標 調 整

備    考
器高 器厚 肉   商 外   由

5112 D-3 灰原1 醍塩土器 底部
11～

1
ナデ ナデ

D-3 灰原1 製塩土器 底部
12～

ナデ

F-2 3 灰原吋 製塩土器 底部 耐↓毛目

DE-10・ ■     火層吋 醍塩土器 ナデ

C-2 2層上罹 製塩土器 底部 FJ毛目

507

D-10 2層土

0 ナデ

508

509 D-10 2層上碇 製堀土器 氏封∫ ナデ

D-5

ゝ
＝
――
ガ

〓・・・．・″
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一
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込
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墨
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表-77 Ⅲ類 4a
出   土   地

種  別 部  位
秩  量 (cm) 文 標 調 堅

備     考
争号 地 区 ― 層 位 器局 日笹 底径 周   面 外   面

表採 製塩土器 蛋部 ナデ

-6 灰原上 醍堀土器 K部 市1毛 日 1/1

D-9,10      灰 土器 臣部 1 ナデ

DE-10。 ■ 上器 臣部 1 ナデ

-10 2層上五 襲埠土器 臣部 1 ナデ 1/〔

2層上面D-10 製塩土器 氏部 ナデ
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種  房1 部  位
法  重 tcm, 文 標 調 整

考備
― 層 位 器高 口径 底径 器厚 肉   由 外   白

表採 醍塩土器 騒部 ナデ ナデ

灰原1C-6 醍塩土器 柔部
)6～
01

ナデ

k尿上D-5 醍塩土器 麦部

521 灰床上D-5 醍堀土器 至部 17 ,1毛日
認2 -6 L器 邑部 ナデ ナデ

-8 孟部 ナデ ナデ

0 ナデ

υ―ll

21+ ナデ

0 ナデ

2層上顧A-8 製塩土器 垂部

528 2層上置A-8 製塩土器 鄭 ナデ

A-8       2層 上面 製塩土器 氏部 ナデ

D-10       2層 上面 製塩土器 廷部 ナデ

D-5     5層 上面灰層 製塩土器 氏部 ナデ

■器 臣部 0 ナデ

0 1/t
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表-79

表-81

|=注二
=Iう

:ギ■

β
β
肝
脇

出   土   地
種  別 部  位 備    考

器高 口径 底径 器厚 円   薗

表採 製塩土器 底部
一

“ 芽デ

ナデ

醍塩土器 底部

A― 灰層上由 醍堀土器 罠部

表-30 Ⅲ類 5b
紫

瞥

，

上

番
出   土   地

種  別 部  位
法 (cal) 文 様 調 整

備    考
地 区 ― 層 位 器高 ロ 器厚 内   血 外   面

539 髭採 !埠土器 巨部 224 ナデ

D-3 2層上顧 醍塩土器 氏部 僚ナデ ナデ

D-10     落ち込み埋J 慰簿+馨 部 0 ナデ

出   土   地
種  別 部  位

法  量 (cal) 文 様 調 整
備    考

地 区 ― 層 位 器高 口径 底径 器厚 内  面 外   面

542 醍塩土器 区部 14 1 ナデ ナデ

C-10 k層牛 壁塩土器 体部 0

灰原1C-2 叫塩土器 は部 ナデ ナデ
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表-82 Aラ インサブトレンチ出土遺物

種  別 部  位 備    考
ξ号 器高 口径 内   面 外   面
545 サゝブトレンチ 文土器

隠又L(

Aサブトレンチ1・ 2・ 3・ 4層 小生土器 口縁 ミガキ 支腺
朧
行
条

548 Aナブトレンチ1・ 2・ 3・ 4層 亀文土器 日縁
0
ミガキ 縄文LR

Aサブトレンチ1・ 2・ 3・ 4層 土器
小型雲
口縁 0

ア!目文。沈線文
J形突起

550 Aサブトレンチ1,2,3,4層
器
瓢
土

小

又
口縁 0 庚ナデ 縄文LR・沈線文 1/3

Aサブトレンチ1・ 2・ 3・ 4層 亀文土器 日縁 横ミガキ
ミガキ
州日ヤ 。襲ヤ

「

痘

552 Aサブトレンチと。2・ 3・ 4層 亀文土器 日縁 ミガキ
文!目支・山形突記

1/3

AサブトレンチI・ 2・ 3・ 4層 小生土器 日縁
６．
“

Ｘ
汁
]線X

554 Aサブトレンチ1。 2・ 3・ 4層 亀文土器 口縁
0モ

縄文

555 Aサブトレンチ1。 2。 3・ 4層 電文土器 口縁
,8～
0( 積
ミガキ 沈線文・縄文

556 Aサブトレンチ1。 2・ 3・ 4層 電文土器 コ縁
0〔

平行沈線文,亥 J目文

557 レンチ 1縄文■ 応部 0 撚系支 一硝
558 サ 係鼠支土 :部 一珀

刊突又 撚糸又 1/A

Aサブトレンチ1・ 2・ 3・ 4層 口縁～底ヨ 9 0 ナデ
口唇撚米文 口翻
●寸 次部扱素寸 I III以下の石英粒を多く含む

1 3 文土器 巨部 ナデ 根立 I´ R



＼
ｔ

ｌ

ヽ

く＼

■lノ
＼
(    日

＼ 573

５６９

鞠

甘

表-83 Aラ インサプトレンチ出土遺物

種  別 部  位 備    考
外   面

じ-3 火原嘩 製堀土器 十氏 ナデ

E-3 灰床ヰ 裂堀土器 十ほ

3-3 i土器 十瓜

サブトレンチ 2・ 3・ 4層 1土器 子底 0 ナテ

2・ 3・ 4膳 l

`」

毛日
4 0 ナデ 代実lR

Aサ フトレンテ 甲底 4 0 ケズリ

ナフトレンチ 4 0 ナデ

サブトレンチ か 3'4層 0 ナデ ナデ 代棄反

サブトレンチ 2・ 3・ 4層 謎塩土器 十狂 代巽厩

5罷 サブトレンチ 2・ 3'4層 醍塩土器 半ほ

サブトレンチ 2・ 3・ 4層 1裂塩土器 平ほ 太葉雇
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578

讐

常  u
585

588

表-34 Aラ インサブトレンチ出土遺物

583

H   ■   7B
笹  別 部  位 文   標

備 考
ほ径 器厚 内   面

574 サ ブ レンチ 5

575

醍塩土器

!ほ ヘラケズリ 葉ヽ浪
半底 ナデ

3・ 4層 !塩土器 ナテ

ナデ

L

ゝサ !よ ケズ,
58U サ ブ チ :■ 平区 ケズ,

サ ブ レンチ 2・ 3・ 4 4 0 ナデ

ナブ レンチ 5 0 ″ズリ
レンチ 5

584 [底
5 ラヽナデ 芽ヽ▼R

器 十区 ナデ

レンチ 3'4層 醍堀土器 子ほ 0

チ 土器 干底

チ ケズ,

子医 優
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Aラ インサプトレンチ出土遺物

出   土   地
種  別 部  位

又 標 開 蟹
備    考 鱗

善高 口径 区径 器厚 円   白 外   白
590 サ ブ レンチ1● 2・ 3・ 4 土器 L底 l〔 ナデ ナデ

サ ブ レンチ 子区 ナデ

一ア ナデ

1( ナデ ナデ 1/を

595 サ ノ レンチI・ ツ'3・
596 サ ブ レンチ 2・ 3・ 4層

597 サ ブ レンチ 裂堀土器 駕底

598 レンチ1・ 2・ 3・ 4層 裂堀土器 氏 ナデ V
ナブ レンチ1● 2・ 3,4摺 製鮎 登 ナデ

サブ 2・ 3・ 4題 興塩土 ナデ 2

ナデ 1

ナデ l

1

¢



4■ザ

＼

616

６‐Ｒ一　ャ上れ抑韓『棘４千
表-86 Aラ インサブトレンチ出土遺物

61l                         ri言
|,S、与
i::,,.

615

出   土    地
笹  】1 部  位 (ct, 文 練 調 整

備
ほ径 肉   面 外   面

裂塩土器 上狂 l

層 醍塩土器 半ほ ナデ

サ ブ 2・ 3 層 醍堀土器 だほ l

監サブ レンチ 層 !塩土器 1 0 l

Aサ ンテ 層 ■ 0 カテ 1

Aサ レンチ 2,3 暦 !塩■ だ底

レンチ 2・ 3 層 オデ 一】
一膀
一碗

0 ヘラケズリ ラヽケズリ 履

0 ナデ

0 ナデ 1不葉展

撰堀土器 十ほ ヘラナデ 葉ヽ展
レンチ 層 襲堀土器 半底 ナデ

0 ナテ ナテ 木葉反



遺構内出土品集計表

承
土   印   器 須  恵   器

製塩土器 合  計
必 甕 芥 甕

土

器

の

出

土

状

況

SI-01 9 3 I

SI-02 2 4

SD-02 1

1 l 2

SD-04 1 1

SK-02 1 1

SK-08 1 1

3号裂堰炉
I―-02 1

SK-02 2 2

A-2 〕 1

1号製塩炉 4 4

2号製塩炉 9

3号製堰炉 9

4号製塩XFI ユ

6号製塩炉 l

合   計 6 2

各ライン上師器・須恵器集計表



Ⅳ .考 察

土器製塩の概要と水浜遺跡について

岩塩が存在しない我国においては、塩の生産は海水に 3%ほ ど含まれる塩分の抽出によって

行われてきた。古 くは土器による製塩であり、平安後期ごろから鉄釜に変わ り、揚げ浜塩田法

による製塩へ移行したと考えられている。土器製塩の工程には海水 (鍼水)を採鍼 (濃縮)→

煎蒸 (煮沸)→ ニガリの処理→焼塩→固形の精製塩という工程のあったことが確認されている。
(註 1)

これらの工程も合め土器製塩の考古学的研究を進めてきたのが近藤義郎氏であり、戦後近藤が

提起した古墳中期の師楽式土器による土器製塩そのものの認知に始まったといえる。その後製

塩土器の出土分布は、全国に広がっていることが解明されており、各地域ごとの編年的研究も

進められてきている。

土器製塩の開始は、西日本の備讃地方を中心とする頼戸内沿岸では弥生中期頃から認められ

ており、関東では安行式期に器厚が薄 く、小平底で砲弾型をした無装飾の製塩用上器が出現す
(註 2)

ることから、縄文後期後葉とされている。東北では加藤孝氏によって「無文粗面尖底土器」と

呼ばれる土器群が、松島湾を中心とする貝塚群の中から出土することで知られていた。加藤は

昭和26年に行った塩釜市一本松貝塚の調査をはじめ、七ケ浜町林崎只塚や二月田貝塚などから

同様の土器片を検出し、大洞A式期に属する製塩土器と推定した。その後昭和54年から、東北

歴史資料館によって鳴瀬町里浜貝塚の調査が継続的に行われるようになり、大洞 B― C式期あ
(註 3)

るいはCl式期の製塩土器が確認されている。これまでの調査で最古とみられるものは里浜貝

塚西畑北地点の断面から採取された小平底のもので、縄文後期後葉の上器片と伴出しており、

関東地方と同時期に上器製塩が開始された可能性を示唆する資料ともなっている。また、縄文
(註 4)

時代の製塩では「平底が尖底に先行する」との藤沼邦彦氏の指摘のとおり、大洞A～ A′期にな
(註 5)

ってそれまでの小平底から尖底への変化が確認されている。関東では後藤和民氏が、土器製塩

の開始を大規模只塚の衰退と考え合わせ、千し只から塩へと貝塚での生産物の変換を推察して

いるが、仙台湾においても尖底に変化させた技術的な背景として、塩を媒体とする需給関係が

大洞A～ A′期に確立されたとみることもできよう。

こうした土器製塩は休生時代になってからも継続して認められ、七 ヶ浜町内では東官浜 (鳳

寿寺)貝塚や阿川沼貝塚などで製塩土器が検出されている。しかし糸生時代の、深鉢型小底形

の製塩土器は古墳時代になって一時途絶し、次に製塩土器が現れるのは、奈良 。平安になって

からである。底部径の大きい、いわゆるバケツ型やタライ型の製塩土器となって再出現する。

このように空白化する古墳時代の様相を背景に、加藤は昭和43年 と44年 に水浜遺跡の調査を実
(註 6)

施している。

加藤は報告の中で、 5基の製塩窯跡と製塩土器片多数を検出し、発見された遺構はいづれも

「楕円形の平窯」様式のもので、余大の小石や現灰岩の砕居岩などで叩きならし構築されてい

る、 としている。

製塩用の土器については、縄文晩期から平安時代までの編年を試みており、それまで空白と
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されていた古墳時代の製塩土器に対して、「コップ状又は胴部に膨らみのある深鉢型のもの、及

び多少の胴張 りがあり底部で急にすばめられるもの。底面に木葉・網代 。無文のものがある」

製塩土器をもって、弥生時代の系統をくみ、かつ「須恵器を伴わない丸底型土師器の外」と伴

出することから、こうした製塩土器及び窯跡を、古墳時代中期に位置付けている。

編年の概要を紹介すると次のようになる。

縄文晩期 :口 縁部は直立し、底部は尖底。器高15～ 20cm、 器厚 3～ 5 cm。

弥  生 :小型浅鉢または小型砲弾型の器形。底径 2 cm程の平底。

古  墳 :コ ップ状または胴部に膨らみのある深鉢型。

奈  良 :ビ ールジョッキ型または円筒型。内外面とも研磨面がなくなる。

平  安 :(前期)器形は変化しないが、器厚が l cm前後のものと薄手のものと共存する。

″  :(中 期)厚手のものに統一され、鍋状・浅鉢状の器形のものも出現する。

″  :(後 期)大型鍋状 。平鍋状のものに変化する。全体量が減少し、鉄釜への移行過

程と考えられる。

この報告には遺物の実測図がないため、詳細について不明な点が多いが、加藤は農業生産遺

跡だけが弥生式文化時代、古墳文化時代、歴史時代と一貫して流れる遺構を示してきたが、「新

たに製塩土器による塩生産の遺構をも加えることができた」と結論付けている。

出土遺物について

縄文・弥生土器

出土した縄文土器は、二月田只塚から出土している11類土器に類似しており、大洞Aお よび

Aア式に比定することができ、伴出の製塩土器も同時期と考えられる。

弥生の上器片は列点文を施しているものがみられることから、桝形囲式期とみてよいであろう。

土師器・須恵器

No93の 杯を除き、すべてが平底でロクロ使用による成型である。93は体部外面にわずかなが

ら段を有しており、段を境に下部はヘラケズリが施されている。底部は平底風で国分寺下層式
(註 7)

と考えられる。須恵器の杯はほとんどが回転ヘラ切 りの底部のもので、ヘラ削り調整の施され

ていないものが多い。

製塩土器

製塩土器底部の出土量は灰原が最も多く、次に灰層となっている。タイプ別では I類 4bの

ものが一番多く、次に多いのがIII類 2bで、H類 lb、 Ⅲ類 4b、 III類 lbの順となっている。

口縁部の出土レベルは底部と同じような状況を示し、タイプは口唇部が平坦で薄 く、直立して

立ち上がる Ittl aが最も多い。層位的に顕著な規格性が認められず、単に出土数量から口縁

部と底部の組み合わせを考えると次のようになる。

(底部)I類 4b→ (口 縁部)Ittl a
` ″  HI類 2b→   〃  I類 3b

″  H類 lb―)  ″   H類 lb



このことから、底部厚が l cm以下で胴部より

ら垂直に立ち上がって口縁部付近で薄 くなる。

っていたと考えられる。

も厚 く、底部縁は丸みをもって内反し、胴部か

そして口唇部が平坦になる製塩土器が主体とな

遺構について

竪穴住居跡

確認された 3棟のうち遺物の出土しなかった SI-03を のぞき、 SI-01と SI-02と では

出土遺物から時代差が認められる。 SI-01は土師器が主体となっており、杯の切 り離しは回

転糸切 りによるものである。 1点のみ出土している須恵器界は、岡田・桑原両氏の須恵器界の

分類では 9-a類 に相当すると思われ、共伴する土師器杯は表杉ノ入式で 9世紀後半から10世

紀ごろの年代が考えられる。 SI-02で は土師器の甕と須恵器及び須恵質の外が主体となり、

外の切 り離しは回転ヘラ切 りとなっている。

確認された 3棟の竪穴住居跡は、床面での標高が 5 cmか ら 6 cmと 低い位置にあり、加えて汀

線に近いことから、継続的に使用されたものではなく、製塩の行われていた時期に限られてい

たと考えるのが妥当であろう。

製塩炉

タイプの異なる炉が認められたが、すべて土器製塩に用いられた炉と考えられる。

このタイプの相違は、確認層が12号のみ 5層であり他は灰層であることから、時間的な差は

あまり認められず、用途による違いと思われる。製塩に消いて、火を使用する工程では煎蒸と

精製段階の焼塩とである。炉の形態は平面プランから、円形及び楕円形のA～ Cタ イプのもの

と、長楕円形のDタ イプに分けられる。構築状況でも前者は平面的であるのに対し、後者は周

辺を凝灰岩などで壁体としていることなど、明らかに違いが認められる。遺物でもDタ イプの

3号及び 4号炉の製塩土器が、出土点数は少ないが比較的薄手であり、 2号炉でも同じ傾向が

見られる。こうした状況から水浜遺跡では、焼塩の工程段階を裏付けるものが確認できないも

のの、使用する炉が意識的に区別されていたと推察され、香川県坂出市なかんだ浜遺跡で発見

されている炉跡同様、壁体部をもつDタ イプの炉には天丼部が構築されていた可能性もあるこ

となど、焼塩の存在を窺わせている。

以上のように発見された遺構と遺物は、縄文晩期から弥生時代のものと奈良・平安時代のも

のであって、古墳時代に比定できるような遺物は確認されなかった。今回の調査では、水浜遺

跡が古墳時代製塩遺跡の類例とはなりえないといえる。松島湾における土器製塩の様相は、依

然として弥生時代以降途絶したままであって、こうした背景には、これまでも幾つか問題点と

して指摘されているが、次の 2点に要約される。

1.古墳時代の製塩遺跡が確認されていないだけであって、土器製塩は継続して行われてい

た、とするものである。

2.弥 生時代以降土器製塩は中断し、奈良時代になって若狭湾系の製塩技術が導入され製塩

が再開した、とするものである。
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1であれば、今後古墳時代の遺構遺物が検出されるであろうが、 2の場合は中断する理由は

何か、その間どのようにして塩を入手していたのか等が、疑問点としてのこる。

縄文～秀生と連続する貝塚や集落に、製塩土器が認められる傾向があるものの、弥生～古墳

と連続する遺跡そのものが少ないことなど、社会的な変化も考えられる。

また縄文晩期の製塩が、物との交換手段に用いるといった消費地のエリアをもっていたのに

対し、弥生時代の製塩は稲作を中心に展開されたとすると、自家生産的であり消費的なものと

みることができる。分業化や専業化が進んだとされる古墳時代に、上信越や関東方面に組織化

された塩業の集団が出現した可能性は十分にある。その供給先のひとつに東北も合まれ、より

良質の精製された塩が搬入されるようになって、それまで行われていた松島湾の製塩が、衰退

したことも考えられる。

さらに、奈良時代の製塩再開の時期や技術的な解明、製塩土器そのものの製造地や土器製塩

の終焉時期、鉄釜や塩田とのかかわりなど、具体的な問題も残されたままである。製塩の遺跡

は汀線近くにあるため、人為はもとより自然環境によっても消滅しやすい状況にある。早い段

階での調査解粥が望まれよう。

註1.近藤義郎「土器製塩の研究」1984.青木書店などがある

註2.加藤孝 地域社会研究 3・ 4 1952。

註3.岡村道雄「里浜貝塚 I」 東北歴史資料館資料集 5 1982.

註4.藤沼邦彦「縄文土器大成 4、 晩期」1981.講談社

註5,後藤和民「加曽利只塚の生産と交流」古代の日本 4。 1986。 中央公論社

註6.カロ藤孝  「東北に於ける古墳文化時代製塩遺構の研究」

註7.岡田茂弘 。桑原滋郎「多賀城周辺における古代芥形土器の変遷」多賀城跡調査研究所研

究紀要 1 1974.



V。 ま と め

1.水浜遺跡は、検出された遺物から縄文時代晩期より方生時代、そして奈良。平安時代にか

けて土器製塩の行われた遺跡である。

2-.製塩に用いられたと考えられる炉跡は、地面を掘り込んだもの、石敷きのもの、

凝灰岩をプロック状に切り出し、長楕円形
―
に配したものとに大別された。

3.上器製塩には、採賊、煎熟、焼塩等の作業工程があったと推察されているが、今回確認さ

れた凝灰岩によって構築されている炉跡は、類例がないため確証はないが焼塩に用いられた

可能性をもつものである。

4.堅穴跡が 3棟確認されたが、居住用、作業場用、休憩用など、その使用目的や性格を考え

ると通年使用されたものではなく、製塩の行われた時期に限られていたとするのが妥当であ

るう。

5.翔立て柱遺構は、生産された塩を一時的に保管しておく高床式の倉であったと思われる。
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